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平成２５年第８回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 
１．招 集 月 日   平成２５年９月９日（平成２５年９月２日告示） 

２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   議     平成２５年９月１８日（水）  午前９時３０分 
                       散会  午後４時 ３分 
４．応招議員 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 
１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 辰田 直久 １３番 亀山 和巳 
１４番  石橋 純二 １５番 三上 徹 １６番 山中 康樹   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 
１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 辰田 直久 １３番 亀山 和巳 
１４番  石橋 純二 １５番 三上 徹 １６番 山中 康樹   
７．欠席議員   なし 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 
   職 名     氏  名    職 名    氏  名   職 名    氏  名 
町 長 石橋 良治 副町長 桑野 修 総務課長 藤間 修 
危機管理課長 細貝 芳弘 定住促進課長 原  修 企画財政課長 日高 輝和 
情報推進課長 小林 雅博 町民課長 服部 導士 税務課長 上田 洋文 
福祉課長 飛弾 智徳 農林振興課長 植田 弘和 商工観光課長 日高 始 
建設課長補佐 川中 栄二 水道課長 土崎 由文 保健課長 日高 誠 
会計管理者 安原 賢二 瑞穂支所長 川信 学 羽須美支所長 加藤 幸造 
教育委員長 河野 義則 教育長 土居 達也 学校教育課長 田中 節也 
生涯学習課長 能美 恭志     

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 沖 幹雄  事務局係長 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 

  議席 氏 名   議席 氏 名 
１４番 石橋 純二 １５番 三上 徹 

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成２５年第８回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 
 平成２５年９月１８日（水） 

―― 午前９時３０分 開議 ―― 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

                                    開議宣告 
●議長（山中康樹） えぇ、開会前でございますが、えぇ、本日も背広、ネクタイの着用をはず

されて結構でございます。おはようございます。定足数に達しておりますので、これより、

本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございま

す。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
●議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１４番、石橋議員 １５

番、三上議員、お願いをいたします。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 一般質問 
●議長（山中康樹） 日程第２、一般質問。これより一般質問を行います。一般質問は通告順に

行います。あらかじめ一般質問の順位を申しあげておきます。１番 大和議員、２番平野

議員、３番漆谷議員、４番石橋議員、５番宮田議員、６番中村議員、７番和田議員、８番

大屋議員、９番瀧田議員、１０番亀山議員、１１番辰田議員以上、１１名でございます。そ

れでは、通告順位第１位、大和議員、登壇をお願いいたします。 
●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） １番、大和議員。 

●大和議員（大和磨美） １番、日本共産党大和磨美です。８月２４日未明に起きた豪雨災

害は日貫地区、日和地区を中心に、町内随所に甚大な被害を及ぼしました。この場をお借

りいたしまして、お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りいたしますと共に、被災され

た全ての皆さまに心よりお見舞い申しあげます。私の住まいのある田所地区は今回の豪雨

ではさほど被害は目立ちませんでした。私は２４日当日、上田所から布施地区までを巡回

した後、その後、井原、矢上の状況を確認し、日貫地区の方へ三日間、被害調査と聞き取

りに行かせていただきました。また災害ボランティアとしても登録し、あるお宅の土砂撤

去作業のお手伝いもさせていただきました。災害現場は同じ町内でも景色が違い、被害の

大きさに驚愕すると共に、自然の威力とそれを目の前にした人間の無力さを痛感いたしま

した。そのようなたいへんな状況の中、懸命に復旧作業にあたられていた、不明者の捜索

にあたられていた消防団の方、災害発生時から不眠不休の態勢で、対応にあたられていた

町職員の皆さん、そして助け合い協力し合っておられた自治会の方、また災害ボランティ

アに協力された方など多くの皆さんに敬意を表して、本日は災害に関する一般質問をさせ

ていただきます。被害調査であちこち回り、いろんなお宅の状況をみせていただき、いろ

んな声を聞かせていただきました。そして、その状況や声をまとめ、９月４日私も日本共

産党島根県議員団の一員として県庁へ赴き、県知事宛に豪雨災害にかかる要望書を提出

し、県の各担当部署の方に直接申し入れてきました。公共土木や農地の早期復旧、支援制

度の弾力的運用はもちろんですが、私が特にお願いしてきたのは、今回、町内土砂が出て

いる箇所で、５８年の災害時に整備した砂防ダムより土砂がまた再び出ている所がいくつ

かあるので、このメンテナンス等をきちんとして、また規模も適正なものかどうか調査し

て欲しい。また復旧工事に関しては現状回復ではなく、改善、改良復旧をしてほしいとい

うことを申しあげてきました。県からはできるだけそのようにするという回答をいただき
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ました。被害の状況や経過などは、町長執行部よりも報告され、各報道もありましたので、

私からは、まず被災者支援の状況について伺います。被災者支援においては被災者生活再

建支援法などに基づいて支援が行われます。しかしこれらの制度にはそれぞれ制限や枠な

どがあり、被害にあわれた全ての方に対応できるわけではなく、直面している問題に対応

することが困難な場合も多々あると思われます。地方自治体としては、国に対して制度の

拡充と弾力的な運用を求めると同時に、自治体独自の施策も当然必要であり、その具体化

が求められてきます。また、災害対策基本法第８条３項では、国及び地方自治体は災害が

発生したときには、速やかに施設の復旧と被災者の援護を図り、災害からの復興に努めな

ければならないとしています。この被災者の援護という部分には、被災者が生活を立て直

すための援助、これも含むと解されています。この立場で被災された方の心情に寄りそっ

て、この邑南町でも被災者の援護のための責務を果たすことが求められていると思いま

す。そこで、まず始めにお尋ねします。災害から約４週間経過した今日、被災者支援にあ

たるにおいての問題点や行政として考えり、考えていることはなんでしょうか。見舞金や

被災者支援制度などいろいろな制度がありますが、制度について被災者の方にはどのよう

に説明されたのでしょうか。多くの方に周知されているのでしょうか。お答え下さい。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 飛弾福祉課長。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） えぇ、あのぅ、災害が起こってから４週間、これまでの経過と

いうことでございますが、えぇ、まず始めに、あのぅ、被災されました方については、え

ぇ、いろいろな支援を行うにあたって、えぇ、り災の判定というものをまず行うことが必

要となります。で、これらについて、えぇ、申請いただいたものについて、えぇ、担当課

で調査をし、えぇ、り災の証明の発行を今後行っていくと、それから諸制度について、え

ぇ、対応していきたいというふうに考えておりまして、例えば被災者生活再建支援法に基

づく支援につきましては、まぁ、ご承知と思いますが、あのぅ、全壊の場合は１００万円、

あるいは半壊でやむなく解体した世帯には１００万円の支援金を支給する。それからこれ

と併せて、えぇ、住宅の再建方法に応じて５０万円から２００万円を支給する加算支援金

といったものが併せて支給をされます。えぇ、しかしながら、あのぅ、国において、えぇ、

そういう制度が、あのぅ、今回の災害で適用されないということがございまして、その場

合につきましては、それと同じ支援について、えぇ、邑南町と島根県が被害戸数１戸でも、

法の、法と同等の内容の支援金を支給して、被災者の自立者支援の開始をするといった制

度でございまして、これに向けて、今、けん、考え、あのぅ、対処をするようにしており

ます。又あのぅ、援護の関係ですけれども、あのぅ、江津市が災害救助法の適用を受けた

ことから、あのぅ、今のし、先ほど言いました、えぇ、被災者生活再建支援金の他、災害

弔慰金と災害障害見舞金、それと、えぇ、災害援護資金というものが利用できることとな

っております。で、災害援護資金につきましては、あのぅ、ま、災害によって負傷、また

は住居、家財に被害を受けられた方を対象に、えぇ、被災状況によって１５０万円から３

５０万円を貸付限度額として、えぇ、ま、あのぅ、３年すえ置きで、１０年償還と、まぁ、

すえ置き期間は無利子というような、まぁ、そういった措置がございます。で、これらの

こういった支援策につきましては、あのぅ、まぁ、先ほど言いましたり災の判定というも

のが、まず出なければならないことと、あとあのぅ、対象の方がですね、えぇ、今回の災

害において、例えば大規模半壊、半壊といったものが、えぇ、まぁ、数戸ということでで

すね、あのぅ、大々的なあのぅ、説明と、町民の皆さまへの説明等は、まぁ、行っており

ませんが、あのぅ、これらの対象になる方につきまして、えぇ、戸別に今後相談をし、こ

ういう支援が受けられるようにしてまいりたいと思いますし、えぇ、貸し付け等につきま
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しては、えぇ、今後もそういう方々に対してダイレクトメールあるいは、えぇ、広報等で

周知をしていきたいというふうに考えております。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、えと、まぁ、り災判定というものが、あのぅ、ポイントに

なると思うんですけれども、この判定については、あのぅ、私の調べたところだと、市町

村の職員が、あのぅ、判定して回るということを聞いております。で、その判定の基準と

かっていうのは、職員さんの方でこれはどこかで研修とかされたりして、あのぅ、判定基

準というのをご存じなんでしょうか、どうなんでしょうか。 

●上田税務課長（上田洋文） 番外、 

●議長（山中康樹） 税務課長。 

●上田税務課長（上田洋文） り災判定につきましては、えぇ、税務課の固定資産税担当係

の方で担当することとしております。えぇ、固定資産税の評価き、評価と同じようなやり

方で、えぇ、判定をいたしますので、えぇ、税務課の方で担当しております。で、今回の

災害の以前につきましては、研修等受けておりませんので、えぇ、今回益田市の職員さん、

この方は、えぇ、あのぅ、震災の方の、方であのぅ、東北の方へ派遣されて研修というか、

実地を積まれた方でございまして、その方に来ていただいて研修を受けました。えぇ、そ

れに基づきまして、えぇ、この内閣府で定めている基準によりまして、あのぅ、判定をし

ております。一つはあのぅ、損壊基準判定、要するに床面積に対して何割壊れてるかで判

定するものでございます。それに対し、それと、えぇ、今回の災害はほとんど水害という

よりは土砂流入でございましたので、損害基準判定といって、金額をさ、あのぅ、積算す

る方法で、えぇ、ほとんどの場合、このり災証明の発行の基準となる割合を算定しており

ます。以上です。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええっと、まぁ、担当者の方がり災、り災判定をされたと

いうことですけれども、その判定をする人によって、またこのあいまいになってはいけな

いと思いますので、今回のことを教訓に、あのぅ、判定基準であるとかっていうのを職員

さんの方でしっかり確認をして、あのぅ、誰がその課になっても判定の基準がずれないよ

うな措置を行って欲しいと思います。ええっと、まぁ、先ほど支援について説明をいただ

きましたが、支援の制度の網から現在もれている方が本当にいらっしゃらないでしょう

か。それをしっかり把握しているのかどうか、きちんと対応できているのかどうか、今一

度検証、点検してみることも必要だと考えます。被災者支援においては一人ももれが生じ

ては絶対になりません。この点に留意をして対応にあたっていただくことを望みます。次

に生活福祉支援についてお尋ねします。本年７月からの大雨で被災された皆さまへという

ことで、県からはこのようなＡ３版の島根県広報として、あのぅ、出されています。これ

はたぶん津和野での災害の後に出されたものだと思うんですけれども、制度が一目でよく

分かりますし、相談窓口も一覧になっていてたいへん分かりやすいものになっています。

邑南町で説明する際に、このようなものを作ったり、配ったりされたことはあるのでしょ

うか。また今回被害の大きかった日貫地区においては、タンスも生活道具も流されたとい

う方もおられましたし、高齢の方、国民健康保険加入世帯の方が被災されているように見

受けられますが、生活福祉資金の説明や国民健康保険税や介護保険料の徴収猶予や減免に

ついての説明などは十分に行われたのでしょうか。お答え下さい。 

●服部町民課長（服部導士） 議長、番外。 
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●議長（山中康樹） 服部町民課長。 

●服部町民課長（服部導士） えぇ、ご質問の件ですけれども、えぇ、今回の災害、まぁ、

あのぅ、備えもしておりませんでしたので、えぇ、急きょでございましたが、えぇ、８月

２６日に、えぇ、町民課と各支所の窓口に、えぇ、被災者生活支援相談室を設けて対応さ

していただいております。またあのぅ、日貫地区につきましては、えぇ、翌２７日に、巡

回相談室を設けていろいろな、あのぅ、お話を伺うようにしております。えぇ、まぁ、本

来ならばおっしゃったように、一覧表など作って、あのぅ、いろいろお話を伺うのが本当

ではございましたけれども、えぇ、間に合いませんでして、えぇ、今回行っておりません。

えぇ、まぁ、いろいろなご意見をいただく、いろいろなご相談をいただくために、あのぅ、

出向いたことでございますので、ごしょう、ご了解いただきたいと思っております。また

おっしゃっておられます、えぇ、各制度につきましては、えぇ、まぁ、特にあのぅ、生活

にかかる減免制度、あるいは徴収猶予制度等につきましては、えぇ、ある程度被害額が出

ました１０月の広報で、えぇ、一覧にしてお渡しする予定にしておりますのでよろしくお

願いします。えぇ、それで、えぇ、これまでの、えぇ、周知の状況でございますけれども、

えぇ、まぁ、あのぅ、国保税につきましては、えぇ、これまで、えぇ、町の広報あるいは、

あのぅ、通知の際の、えぇ、に、周知文章を入れると、にして、えぇ、行ってきておりま

すが、えぇ、他の減免もたくさんございまして、えぇ、詳しいとこまでお知らせすること

はできておりません。えぇ、まぁ、このたびの災害につきましては、えぇ、特に、えぇ、

住居の損害、損壊状況や、えぇ、保険給付の有無などの適用条件ございますので、り災判

定確定次第、えぇ、損壊の程度が対象になると思われる方に対して、えぇ、早急にご連絡

をして、した、いたしたいと考えております。えぇ、また納税猶予につきましては、えぇ、

地方税法の適用を受けておりますけれども、えぇ、被災による生活への影響など、えぇ、

全体の、えぇ、被害の状況が必要でございます。えぇ、そのため申しあげましたように、

１０月の広報の方でお知らせをしていきたいというふうに考えております。えぇ、また介

護保険料につきましては、えぇ、介護保険料の内、４０歳から６４歳までの、えぇ、いわ

ゆる２号被保険者の方で、えぇ、国民健康保険に加入の、加入なさっておられる方につき

ましては、えぇ、国保と同様の措置になりますので、えぇ、同じように対象にしたいと思

っておりますのでよろしくお願いします。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） ええとまぁ、巡回相談等回られたということで、あのぅ、住民の

方にとっては、あのぅ、町の職員の方が話を聞いて下さったということだけでも安心が得

られると思います。実際に、あのぅ、保健師さんの訪問や巡回相談を受けられた方からは、

もう町の人が話を聞いてくれるだけでそれだけでホッとする、そうおっしゃっておられま

した。で、被災者の方は被災直後数日間は、特にショックで精神的にも不安定になったり、

先の生活のことを考えるとたいへん不安な中で過ごされた方も多かったのではないでし

ょうか。そのような心中を察すると、行政がいち早く支援制度の説明などをして、可能な

限り利用出来るよう導き、取りはからうことは被災者の方に少しでも安心、希望を持って

貰えることになります。行政の方から住民の心に寄りそい、それでなくても高い国保税や

介護保険料なのですから、特に減免制度などはできるだけ利用できるようしていただきた

いと思いますし、必要な支援は迅速かつ柔軟に対応していただくことを望みます。次に農

業及び小規模災害の支援についてお伺いします。先日の全員協議会では、このたびの豪雨

による町内の農地及び農業用施設災害は小災害も含み、９月９日現在で、約１９億円の被

害であったとの報告がされました。本町は激甚災害指定になることが既に決定されてお



 

7 
 

り、国からの補助の大幅なかさ上げがありますが、農地の再建には受益者負担が生じてき

ます。町全体で広範囲にわたり、大小様々な多くの農地被害が発生しておりますが、特に

被害の大きかった石見地域では、収穫寸前の稲穂がほとんど土砂に埋もれてしまったとい

う光景が見られました。特に日貫の過疎や高齢化の著しい集落では、田んぼを元に戻すの

に自己負担がようけえかかるようなら、わしゃあこれを機に農業をやめようとか、それで

なくても米単価も下がってコストがかかっとるのに、米つくりゃあ作るほど赤字になる

で、もう作るのやめる、そういった声を耳にしました。このままでは今回の災害がきっか

けで農業をやめてしまう人が出てしまい、地域経済の低下や耕作放棄地の増加、集落の衰

退を招いてしまいます。町の基幹産業である、農業を守り、存続させていくためには、受

益者負担分をできるだけ減らすことが必要であると考えます。この受益者負担という言葉

ではありますが、被害にあわれた方は決して利益を得るわけではありません。ただ、元通

りにするだけです。天災をさけることは誰にもできませんし、たまたまそこに田んぼや畑

があっただけで、被災された方には何の落ち度もないわけですから、この受益者負担をで

きるだけ減らすことは当然だと私は考えます。この受益者負担分を減らすことについて、

町独自の支援策を講じる考えがあるのでしょうか。お答え下さい。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中建設課長補佐。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 農地、農業用施設の再開についてのご質問で、援助につ

いてのご質問です。ええと、農地、農業施設災害の事業につきましては、あのぅ、通常、

農地とか水路とかの維持管理については、受益者の皆さんで行っていただいております。

で、このたびのように災害が発生しますと、あのぅ、受益者の皆さんからですね、あのぅ、

申請によって災害復旧工事を進めることになります。災害復旧工事につきましてはあの

ぅ、個人の資産に対して復旧工事を行う性質上、いくらかの個人負担をですね、あのぅ、

お願いして実施することになっております。あのぅ、ここで災害復旧工事と負担金につい

てちょっとご説明を差し上げます。えぇ、災害復旧工事の一箇所の工事費が１３万円以上

４０万円未満で、の対象となりますのが、あのぅ、小災害と言いまして、９割を町が負担

して、１割が個人負担となります。で、被害があの、仮に、あのぅ、先ほどの小災害です

が、３０万円の工事費ですと、３万円が個人負担になります。で、被害が大きくなります

と、あのぅ、国庫補助の対象となりまして、これにつきましては、あっ、工事費から補助

金を差し引いた金額の８割を町が負担しまして、２割を受益者が負担されることとなりま

す。仮に、１００万円ですと、激甚災害の補助率は少なくとも９割にはなるかと思います

んで、１００万円の内、９０万円が国庫補助で、残りの１０万円の２割の２万円が個人負

担となります。で、これまでの激甚災害におきましても受益者からの承諾をいただきまし

て、あのぅ、復旧工事を行ってきておりますので、このたびの激甚さ、このたびの災害に

おきましても同様、あのぅ、受益者の皆さまから承諾をいただきまして、あのぅ、工事を

進めていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） あのぅ、今あのぅ、基本的な考え方というものを補佐から説明をさ

せましたけど、まぁ、あのぅ、大和議員ご指摘のような町単独での支援はないかという話

であります。で、まぁ、私としてもやっぱり一番気にかかってるのは、来年の作付けをど

うするのかという問題です。で、そこに至って、えぇ、やはり我々としては何ができるの

かということを今真剣に議論をしている最中であります。特にまぁ、考え方として、集落

営農をどんどん進めている町としてはですね、例えば集落ぐるみで水路の補修をするであ
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るとか、あぁ、そういったやっぱりグループあるいは組合等々で、やっぱりやっていただ

くものについてはできるだけ考えていきたいなあというふうにも思っておりますし、え

ぇ、まぁ、その前にですね、できるだけ１３万円以上になるようにできるだけですね、ご

負担が少なくなるように我々としても、取り組んでいかなきゃならんっていうのが大前提

であるというふうに思っております。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええとまぁ、今町長さんからもお答えをいただいて何らか

の措置は考えはあるということなので、あのぅ、他の施策や補助事業では首長が認めた場

合として、減額や免除してきたこともあったはずですから、今回も首長が認める場合とし

て、補助をできるだけ考えていただきたいと思います。で、またあのぅ、ええとですね、

来年の作付けをどうするかが問題だということもおっしゃられましたけれど、来年の作付

けができるかどうかで本当にあのぅ、経済的にも変わってきますし、あのぅ、例えばこれ

は提案なんですけれども、水田被害で、まぁ、取水、保水、排水の各機能が失われている

ところで、まぁ、それぞれ程度の差にもよるんですけれども、あのぅ、復旧工事により来

年の作付け、耕作が可能なほ場がたくさん見受けられます。で、その中でも取水というこ

とに関しましては、あのぅ、取水さえできれば来年作付けできるよっていう田んぼが多い

らしいので、あのぅ、できればこの部分に、あのぅ、補助をつけていただいたり、早く工

事に取りかかっていただけるとほんと変わってくると思います。で、まぁ、提案なんです

けれども、あのぅ、ほんきゅ、本復旧を待たずして、応急措置、処置としての例えば水源

からパイプラインで取水をする方法とか、そういう感じの応急処置、こういうことをあの

ぅ、町ができれば補助をつけていただいて、早急にしていただければ、来年の作付け可能

なところが増えると思いますのでぜひお考え下さい。ええとまた、ええと、自前の復旧工

事、これ、あのぅ、町内各所で見られたと思います。自分ところの機械を使って、自分の

手で修理したり、復旧したりっていう工事をされたところもあります。で、今回の災害箇

所が町内で千箇所にも及ぶと聞いておりますが、この復旧にあたって、建設業者が相当数

必要になることと思います。で、地元だけでは到底不可能だと見受けられます。で、この

町外の業者の応援の必要もあるとは思うんですけれども、特に小規模のもので、周りの手

を借りれば復旧できるよっていう事に関しましては農家や営農集団が直接施行すること

が復旧に加速を加えて農家の収入増にもつながるかと思いますので、一定の基準を設け

て、あのぅ、実施されてはどうかと思います。今回、災害現場を見てまわったところで、

既にそういうことをされている集落もありました。中山間地域の、あのぅ、補助で買った

ユンボを使って自分の家の裏の土砂を、あのぅ、自分がオペレーターの資格があるからど

けてるんだっていうふうにお話されたところもありました。そういう地域のマンパワーと

いうかそういうものも使いながら復旧していく、そこにやっぱり町としても援助するとい

うことを、あのぅ、考えていただければと思います。ま、提言ですので。で、また田畑は

個人の持ち物とはいえ、農業は町の経済の中心であって、田畑は町全体の財産でもあると

私は思います。また現状の制度や事業で対応できない場合には、新たな制度や事業を作る

べきです。浜田や江津では独自の事業として、あのぅ、補助をするような動きもあるよう

ですので、ぜひ邑南町でもお願いします。また災害だけでなくとも、中山間地域の農業は、

後継者不足や耕作放棄地の増加などの問題に加え、国がＴＰＰの交渉に参加している現状

からしても、ますます課題は山積みになっていっているきびしい状況です。だからこそ農

業を、農家を守っていく姿勢、これを大切にしてください。ええと、次に避難所で出た要

望の声や気づいた点からお伺いしていきます。避難しておられた方からはこんな声があり
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ました。自治会館へ避難したもののケーブルテレビが入ってないけえ、欲しい情報がなか

なか入ってこなくて困るという声です。私も災害の起きた日に、防災無線で避難準備の呼

びかけがあったあとはすぐにテレビをつけ、ケーブルテレビのチャンネルつけました。目

からの情報が入るので、すごくあのぅ、視覚的な情報っていうのは入りやすい、そう、あ

のぅ、感じました。また定点カメラの映像で町内それぞれの地区の様子がよく分かりまし

たし、テロップも順次更新され、リアルタイムな情報を得るにはたいへん便利だと思いま

した。また今後同じような災害が、万が一起きた場合にもこのケーブルテレビっていうの

はたいへん重要な役割を果たす可能性のあるツールだと実感しました。で、公民館に非難

された方は、現在ケーブルテレビがどこも見れるように設置してあるのでいいと思うんで

すけれども、他の避難所として指定している自治会館などでは見れない、情報が入らない、

というのは緊急時にはたいへん困っておられました。ましてや避難している状況っていう

のはパニックにあるわけですから、あのぅ、人の口づてでは、そのぅ、正しい情報という

のが取捨選択っていうのがすごく難しいことだと思います。その点においては町が発信す

るケーブルテレビっていうのは正確な情報を得られるツールです。で、また避難所は町が

避難所として指定して、リストにしているわけですから、町が自治会館などでケーブルテ

レビを見れるようにするべきではないでしょうか。ま、テレビ本体は各自治会等で用意し

てもらうとしても、設置工事費や毎月の利用料については町の負担でやるべきだと思いま

す。実際にそういう要望の声があるわけですから、やっていただきたい、やるべきだと思

います。どうでしょうか、お答え下さい。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、ケーブルテレビのご質問でございます。ま、詳細に

つきましてはまた情報推進課長の方からのお話があるかと思いますが、基本的にですね、

現在あのぅ、２０６集落ございまして、その中で集落集会施設等も整備されております。

で、過去ですね、ケーブルテレビを設置するときに、えぇ、聞き取りを行いまして、えぇ、

ケーブルテレビの設置要望等を把握してまいっております。で、現在２０６の集落の中で

情報はまぁ、整理してませんけど、相当数がですね、ケーブルテレビの導入もされている

というふうに理解しておりますし、あと自治会館も、あのぅ、まぁ、あのぅ、議員が行か

れた部分につきましては、ケーブルテレビの配備がなかったということでございますが、

まぁ、３９の自治会館がございます。その中にも整備されているところがあります。そう

しますとですね、過去整備されたものと今回の整備要望との整合性というようなことも十

分議論していかにゃいけんということを思っております。で、また情報の提供でございま

すけれども、あのぅ、このたびはまぁ、うまく起動できなかったわけでございますが、防

災行政無線がですね、一つには子機をですね、持ち込むことができるんですね。で、その

啓発を８月ぐらいから広報で、えぇ、お知らせしたりしておるわけでございますが、実際

には防災行政無線の子機を持って行かれたとこをあまり聞いておりません。で、防災行政

無線ですが、通常ですね、全町に対して防災行政無線を今流しておりますが、あのぅ、操

作によってはですね、集落あるいは地域特定で流すことができます。その防災行政無線を、

内容をですね、細かく、きめ細かく流す方法等については研究していかにゃいけんのじゃ

ないかというふうに思ってます。今現在、あのぅ、町民の皆さんあるいは自主防災組織の

方々、あるいはあのぅ、防災会議の皆さん、職員からのアンケートを今取りまとめ中でご

ざいまして、議員のご提案のような内容も入っております。いかに情報を伝えていくかっ

ていうことにつきましてはですね、今後十分検討を加えていきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いします。 
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●小林情報推進課長（小林雅博） 番外、 

●議長（山中康樹） 小林情報推進課長。 

●小林情報推進課長（小林雅博） えぇ、避難所でのケーブルテレビの契約でございますが、

現在避難所の指定が８６箇所ございましてですね、えぇ、この内７４箇所の契約がござい

ます。率は８６％ということになりますけれども、この中の自治会館、公民館、保育所、

小学校、これは全てケーブルテレビの加入がございます。ですが、あのぅ、言われました

ように施設の中で全部テレビの配線があるわけではなくて、えぇ、ホールでありますとか、

あぁ、畳の部屋でありますとか、事務室であると、そういうとこにはたぶん配線がありま

すけれども、その避難された広い場所にはなかったということだろうと思います。これは

まぁ、あのぅ、宅内工事、宅内配線の範ちゅうになりますので、それぞれの避難所でお考

えがあって、そういうふうにされているというふうに考えております。それから集会所は、

えぇ、現在２０６の集会所の内、にゃく、あ、２８箇所しか加入がございません。えぇ、

これもまぁ、それぞれの集落でお考えになった、なってこれだけ管理されているというこ

とだと思います。それから利用料につきましては、あぁ、自治会館それから集会所等１５

００円の半額の７５０円ということで現状いただいております。これをまぁ、今後検討の

余地は、まぁ、あろうかなというふうに考えております。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） ええとまぁ、利用料とかの面ではこれから検討するという答えがあ

りましたので、あのぅ、まぁ、また住民さんからの声を聞きながら、良き方向に取り計ら

っていただきますようお願いいたします。で、また避難所の災害時対応設備として、先般、

臨時議会にて田所公民館には災害時に対応できる１００人分の煮炊きを三日間できる、で

きる様なガス設備を導入することが決め、決められ、設置されることになりましたが、ま

ぁ、あのぅ、まぁ、今回の災害では幸いにそういう、あのぅ、ライフラインというのが、

あのぅ、一部停電もありましたけれども、あのぅ、すぐにつながる、電話もつながる、あ

のぅ、水も、あのぅ、二日以内に復旧したということで、まぁ、ライフラインにさほど影

響はなかったんですけれども、まぁ、そのような災害時の対応設備っていうことは、備え

あれば憂いなしだと思います。せめて旧町村それぞれの地域にそのような設備があればよ

いと思うんですけれども、今後あのぅ、設置予定はありますでしょうか、どうでしょうか。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、議員のご質問の田所公民館の例をとられてお話され

たと思います。まずあのぅ、非常食の関係でのまぁ、応急対応だということで理解するん

ですが、基本的にはですね、あのぅ、防災計画の中には、あのぅ、避難する場合は最低２

日分の食糧を確保して避難しましょうということがうたってあります。従いまして、まず

自らの避難については自らが判断して、それから準備をするというのが基本でございま

す。えぇ、そうしてそれでも対応できない場合につきましては、非常食の準備をしており

ます。で、先ほどの大々、まぁ、災害があった場合には先ほどの田所公民館の例もありま

す。田所公民館の場合はまた、あぁ、反面そういうものがですね、新設でできるから今の

ところ格安でできると思うんですが、今すべからくそういうのを用意するということにな

りますと、相当な経費がかかりますので、そこはあのぅ、いろいろ検証を加えていく必要

があろうと思います。で、えぇ、我々の方では食糧が応急的に対応できない分については、
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まぁ、備蓄で対応しようということで、一定の確保をしようということで今年の予算でで

すね、ある程度確保する方向で進めていたわけでございますが、ちょうどまぁ、発注とで

すね、災害が重なってしまいましてですね、まぁ、実際にはあのぅ、現場に届けることが

できませんでした。で、急きょですね、あのぅ、被災された皆さんには申し訳なかったん

ですが、カップラーメンとかパンとか、あとまぁ、お茶等を用意して応急的に対応さして

いただきました。まぁ、あのぅ、今後はですね、今皆さんにもいつぞかお話したんですが、

５か年で整備をかけてまいりますので、そういうものでまずは対応していきたいというふ

うに思います。それとあと、各避難所の資機材につきましてはいろんな問題が今発生して

おります。えぇ、町民のアンケート等についてもいろいろご意見もいただいておりますし、

特に私が感じましたのはまぁ、日貫地区でございますが、あのぅ、このたびは土砂災害と

いうことが非常におおございまして、えぇ、土のうの要望が非常におおございました。で、

通常ですね、公民館に１００袋から２００袋ぐらい用意しておったわけですが、まぁ、そ

れでは足りないということで、まぁ、予備費を使わしていただきまして、１万４千袋を追

加して、あとビニールシートもですね、追加して応急手当をしたわけでございます。まぁ、

そういうような物とかあるいはスコップ一つにとっても、あるいは真砂土の場所にとって

もそういうものが、まだまだ不足してますので、えぇ、いろいろ検討を加えてそれぞれの

地域の実情に応じた対応について考えてまいりたいというふうに思います。以上でござい

ます。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） ええと、ええと次にまた他にもこんな声があったので、あのぅ、紹

介します。避難勧告が出たので近くの避難所に指定されている場所に行ってみたものの鍵

が開いてなくて入られなかったという声がありました。で、現在町が避難所としてリスト

にあげているところは全部で８６箇所ありますけれども、今回のように避難勧告が出た場

合の地域との調整はどうなっているのでしょうか。例えばですけど、避難所の鍵を管理し

ている人と自治会長さんが異なる場合には緊急時に連絡っていうことが取りにくいでし

ょうし、自治会によっては、例えば出羽のように広い地域だと、その自治会の中で、避難

所だけで１２箇所もあるところもあります。緊急時の避難所の運営についても、大まかな

取り決めであるとか、そういったものはある程度地域に対して、行政の指導なり、調整が

必要になってくると思われますが、どのようにされているのでしょうか。お答え下さい。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、ご指摘のように避難所が８６箇所ございます。で、

その中にですね、このたびの災害もそうなんですが、昨年から危機管理が設置されたのを

受けてですね、集落の皆さんに連絡員として、えぇ、緊急時の連絡員としてお願いしてお

りまして、えぇ、自治会長さんとその皆さん方の名簿は用意しておりました。しかしなが

らですね、最初の発災があった後にですね、対応は皆さんの被害状況とか、あるいは困り

感とか、要望とかの受付け、それで、それをもって地図に落としてそして現場に対応する

作業に追われておりました。で、実際ですね、中にはあのぅ、自治会長さんの方から避難

所を開設したよっていうことをおっしゃっていただいたとこについては、あのぅ、双方向

でいろいろ連絡をしてきたわけでございますが、中にはご指摘のように避難所に行ってみ
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たけど、まだ開いてなかったというようなこともあります。で、この集落の連絡員さんに

対してですね、きめ細かくそういうとこはまぁ、できなかったのは大きな反省でございま

すし、また８６箇所災害が起こって直ぐさまですね避難所の開設の指示はしません。これ

はあのぅ、地域防災計画にもございますので、えぇ、これは基本的には、えぇ、自主の判

断でやっていくということでなくてはなかなか全体の対応はできないということでござ

います。で、そういう意味で今、自主防災組織化を進めておりましてですね、３９の自治

会の内、まぁ、１３の自治会が設置されております。これをなんとしても急いで、えぇ、

自らの判断でできるような体制を組んでいきたいというふうに思いますし、また今あの

ぅ、えぇ、振り返ってみますと災害対応の時に、まぁ、電話交換オペレーターといいます

か、要員がですね、十分配備できなかったことと、即座にそれぞれの内容について対応で

きるような準備ができなかったということがあります。そういう意味でいろんな部署にお

いてですね、えぇ、電話交換の有り様についても充分検討していきたいというふうに思い

ます。そして例えば２０６の集落ございますので、一人が受け持っても、まぁ、２０人ま

ぁ、用意してもじゅ、１０のまぁ、集落の対応をしなくてはいけないということがありま

すので、そのへんの双方の通信のあり方ということあたりをですね、充分今後検討してい

きたいというふうに思いますし、議員があのぅ、ご提案された内容につきましてもアンケ

ートの中にもずいぶん出てきておりますので、これも加えて、検討加えていきたいという

ふうに思います。よろしくお願いします。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、いろいろあのぅ、まぁ、住民さんの声を基に、あのぅ、

要望的な事をあげさしていただいたんですけれども、まぁ、今後アンケート等を回収した

後に１１月に町として、あのぅ、まとめて、検証、総括する機会を設けるということです

ので、あのぅ、それでしっかりまとめて万が一このような災害が起きたときに、あのぅ、

二度と同じ失敗を繰り返さない、そういうことが大事だと思いますので、今後の対応にあ

たっていただきたいと思います。以上で終わります。 

●議長（山中康樹） 以上で大和議員の一般質問は終了いたしました。ここで休息に入らせて

いただきます。休憩に入らせていただきます。再開は１０時３５分とさせていただきます。 

 ―― 午前１０時１８分 休憩 ―― 

―― 午前１０時３５分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第２号平野議員登壇をお願いい

たします。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） 皆さんおはようございます。えぇ、３番平野でございます。えぇ、

９月の定例会にあたりまして、えぇ、一般質問をさしていただきます。えぇ、質問に入り

ます前に、えぇ、８月２４日に発生いたしました豪雨災害以降、被災されました皆さまに

心よりお見舞いを申し上げますとともに、お亡くなりになられました方のご冥福をお祈り

したいと思います。また、えぇ、行政におかれましては、先般、災害対策本部は廃止をさ

れ、今後、災害対策室設置により本格的な復旧、復興へと動き出すというところですけれ

ども、えぇ、職員の皆さんにおかれましても、えぇ、心身共にお気をつけになって、引き

続き町民の安心、安全のためによろしくお願いをしたいと思います。私は今回の災害での

経験を通しまして、えぇ、特に危機管理という面と、地域の防災の体制、警報に対する対

応、今後の心構え等についての質問をさしていただき、これからの町と町民一体となった
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防災体制の構築の重要性について考えてみたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。えぇ、なお、先に質問いたしました大和議員と重複する点もあるようでございますが、

その点は特に町民の皆さまからのご要望の強い点というふうにご理解をいただいて、え

ぇ、対応をお願いしたいと思います。１点目の質問ですけれども、えぇ、避難勧告の考え

方ということでお願いをしておりますが、えぇ、今回避難勧告が出ましたのが、夜中とい

うことであり、また私もあのぅ、議員として、えぇ、初めてこういう経験をいたしました

ので、えぇ、個人としてどういうふうに動いていいかさっぱり分からずにですね、非常に

右往左往したというふうな感じをしました。えぇ、町民の皆さま方もですね、なかなかそ

の避難勧告という言葉に慣れておられないという面もあると思いますので、この避難勧告

に対する住民の皆さん、このたびどうすりゃあええかさっぱりわからんかったいう意見が

かなりありました。えぇ、それでですね、まぁ、いろいろ地域によって被害の程度という

ものもありましたけれども、えぇ、あまりにその地域によって温度差があったのかなとい

うふうに感じました。えぇ、今回、あぁ、今週ですね、近畿東海地方の台風１８号により

ます被害に際しましても、こういう勧告とか警報に関していろいろ物議をかもしておりま

すけれども、えぇ、町としましてですね、避難勧告が発せられた場合、町民にどういうふ

うに行動して欲しいかということを、いろいろ、えぇ、防災安心の教科書等、またいろい

ろチラシ等でも、えぇ、広報されておられますけども、一度、えぇ、口頭でですね、皆さ

ま方に、えぇ、こういうふうに行動して欲しいということを呼びかけていただきたいとい

うふうに思います。えぇ、その場合に、えぇ、避難準備情報でありますとか、避難指示等

のいろいろ意味合いの違いもございますし、また今回運用が始まりました特別警報という

考え方についても含めてお願いをしたいと思います。そして、えぇ、今回の災害を契機と

しまして、今後の自主防災体制構築への動機づけ、そして避難情報等への意識づくりをす

るためにもですね、全町として、今回の災害がどのようなものであったかという認識を町

民の皆さんにお示しいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、避難勧告の時に、まぁ、町民に求められる行為とい

うことでございます。行動ということでございます。まずあのぅ、お話の中にもありまし

た避難の呼びかけでございますが、これは災害対策基本法に基づきまして、町長が発する

ものでございます。えぇ、段階的には避難準備情報そして避難勧告、そして避難指示があ

ります。まぁ、あのぅ、町としましてはこの判断につきましては基準を設けてございまし

て、それに基づいて総合判断で行っております。まずあのぅ、避難準備情報でございます

が、これは人的な被害の発生する可能性が高まった状態で発生するものでございます。土

砂災害と河川災害がございまして、土砂災害を例にとりますと、まず大雨警報が発令され

ておりまして、まぁ、急傾斜地等で土砂災害の危険度情報、これは県が土砂災害の可能性

を段階的に４段階で組んでおりますが、これ、まぁ、第１段階になった段階、えぇ、さら

には今後も雨が降り続くと予想される場合にこういうものを発するものでございます。河

川災害でございますと、洪水注意報がまず発令された状態でございます。えぇ、判断注意

水位に達した以後もですね、上昇すると見込みがある場合に発するものでございます。ま

ぁ、例えば江の川の大津で例をとりますと、５．２ｍという水位がございます。えぇ、こ

の水位が基準になっておりまして、えぇ、例えばその水位に達した段階では、まぁ、羽須

美地域の宇都井のかけはしというところがございます。ここはあと３０㎝ぐらいでです

ね、もう浸水するというような状態でございます。またこの水位でございますが、出羽川

におきましては２．６ｍという水位になっておりまして、これにつきましては下口羽の交
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流センターの下流域に三江線の陸橋がございます。その下を通っている道路が冠水すると

いうような状態でございます。そういうものがまぁ、判断基準になっていきます。まぁ、

この前あのぅ、支援サポートをされる方々が、支援の必要な方々を養護しながら、行動を

開始していく段階であります。えぇ、またこれ以外の方につきましては持ち出しの用意や、

あるいは避難の準備を開始する、そういう段階であります。えぇ、次に避難勧告でござい

ますが、これは人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状態で発するものでござい

ます。町民に避難をも、あ、進めるものでございますが、まぁ、災害の想定の特定区域が

非常に難かしゅうございます。今回もそうだったように、非常にあのぅ、焦点を当てての

発令が難かしゅうございます。また法的にこれは拘束力がございません。そういう意味で

町民の個々の判断に委ねられておりまして、日頃の訓練等で避難の判断力を身につけると

いうことが、重要であろうというふうに思っております。えぇ、土砂災害を例にとってお

話をすれば、土砂災害警戒情報というのが発令された段階で、これにつきましては、大雨

による土砂災害の発生の危険度が高まった段階で、町長が避難を呼びかける判断や、町民

の自主避難の参考となるよう、島根県とですね、あるいは気象台等が共同で発表するもの

でございます。この土砂災害危険度情報が２段階から３段階目となりまして、今後も雨が

降り続き、２時間から１時間内に土砂災害が発生する予想がたった場合、こういうときに

発令するものでございます。河川災害で言いますと、洪水警報がすでに発令された段階で、

えぇ、避難判断水位というのがございます。これは江の川で、えぇ、大津で９ｍを超える

水位でございますが、今後も水位が上昇し、氾濫危険水位、これは９．７ｍという数字を

もっておりますが、これに到達する可能性があり、浸水が拡大している状況のときに発す

るものでございます。ま、参考までに先々週の４日でございますが、秋雨前線による大雨

で大津の最高水位が７．８３という水位を計測しております。これは羽須美地域において

は、例えば宇都井の角谷、あるいは江平の道路の一部はもう既に冠水しております。更に

は県道の邑南美郷線の引城の道路は冠水した状態でございます。そういうときに発するも

のでございます。次に避難指示でございますが、これは人的被害が発生する危険性が非常

に高いと判断した場合でございます。今だ避難してない住民の方々については直ちに避難

行動に移っていただく段階でございます。土砂災害で言いますと、土砂災害危険度情報が

最高位の４段階目に入った段階でございます。何時土砂災害が発生してもおかしくないそ

ういうものでございます。河川災害で言いますと洪水警報が発令され、氾濫危険水位にた

っす、達した状態でございます。で、その中で堤防の決壊につながるような相当数の漏水

が確認され、あるいは床上浸水が既に、えぇ、あちこちで確認されたような状態でござい

ます。参考までに４日の洪水でご存じだと思いますが、川本の水位が１０ｍを超えました。

そして江津、桜江の谷住郷で１１．６８ｍと、この水位を観測しておりますが、この氾濫

危険水位を１ｍ以上超えたものでございます。邑南町では先ほど言いましたような水位で

そこまでは至っておりません。えぇ、これらの要望につきましては、先ほどお話しがあり

ましたこの防災安心の教科書の中に説明をしてございますので、町民の方々には是非これ

をまた一読いただきたいというふうに思っております。えぇ、特別警報のことでございま

す。まぁ、議員もおっしゃったように、えぇ、気象庁は８月３０日から特別警報の運用を

開始したところでございまして、先週末の運用を初めて台風１８号でこれが発令されてお

ります。これはもうご承知のとおりだというふうに思っております。えぇ、これはこれま

で東日本の大震災がありました。また２３年の台風１２号による紀伊半島での豪雨に際

し、重大な被害の警告をされたわけでございますが、これが自治体やあるいは住民に充分

伝わっておりませんでして、迅速な行動に至らなかったという反省も踏まえ、これを重く

受け止めて制度化されたものでございます。既に８月広報でお知らせしておりますが、ま
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ぁ、注意報というのがまず第一段階でございます。これは災害がおそる、起こる恐れに対

して発表されるもんでございまして、気象や外の様子を確認していただく、そういう段階

でございます。次に警報でございますが、重大の災害の恐れがあると発表され、町の発表

するいろんな情報、まぁ、避難勧告等もそうでしょうが、そういう情報に注意し、必要に

応じ避難するなどの早めの行動が必要でございます。この特別警報でございますが、ま、

これまでにない危険が迫っているときに発表されるものでございまして、ま、表現として

はよくテレビで見られると思うんですが、直ちに命を守る行動をとってくださいというよ

うな表現をされます。まぁ、勧告等にしたがって直ちに避難をすることが重要ではあるん

ですが、反面外出が危険と思われる場合は家の中でも安全な場所に移動する、こういうこ

とも求められているものでございます。まぁ、邑南町で言いますと、これまでの例で言い

ますと昭和４７年、５８年そして、えぇ、先の８月２４日の豪雨災害等が相当するんでは

なかろうかというふうに思っております。今回の災害の概要でございますが、８月２４日

の豪雨、そして９月４日の大雨洪水について、災害対策本部の、まぁ、総務の情報班が、

まぁ、非常に危ない中、安全を確認しながら、えぇ、被災現場の状況を収録し、ケーブル

テレビで流したのはご承知のとおりだと思います。また新聞でもたいへん取り上げていた

だきましたし、また多くの町民の皆さまもＮＨＫの特別番組が先週流れましたですが、こ

れでもご覧いただいたというふうに思います。８月２４日の豪雨でございますけれども、

５８年の豪雨に匹敵するという言葉をよく使うようになりました。えぇ、特にまぁ、５８

年は全体的にですね、旧町全域に渡って豪雨が集中したわけでございますが、えぇ、今回

の場合は石見地域の日貫地域において時間雨量最大７７㎜という、これはよく滝のように

ゴーゴーと降る雨という表現をされますが、そういうような状況でございました。２４時

間の雨量でございますが、４３８㎜と、町民のアンケートにも多々あったんですが、あち

こちの沢の水があふれ、土砂災害となったというふうにありますように、これに象徴され

る局地的災害であったというふうに理解しております。９月４日の大雨洪水について言い

ますと、河川の増水とあるいは８月２４日の災害で保水力のない中で、新たな土砂災害を

もたらしたものでございます。いずれにしましてもこの邑南町のどこで起こってもおかし

くないような災害でございました。えぇ、土砂崩れの箇所数でございます。えぇ、建設課

から伺ったところ、２４４箇所、浸水家屋は７９戸、家屋被害が２８戸、交通止めでござ

いますけれど、交通、高速道、国道、県道、町道合わせて、６２箇所ございました。避難

者も最大時では２２０名の避難をされました。８月２４日の午後からまぁ、９月４日の災

害も踏まえて、被害状況でございますが、町関係の９月１７日現在での数字でございます

が、公共施設災害で５６２箇所、農地農業施設災害で１３３４箇所、林地林産被害で１７

０箇所となっております。また非常に残念なことではございますが、１名の犠牲者も出た

ことはご承知のとおりだと思います。ま、この結果９月の１０日でございますが、閣議に

おいて局地的激甚災害の指定を受けることとなったものでございます。以上でございま

す。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） えぇ、避難勧告等の考え方あるいは今回の邑南町の災害の総括をし

ていただきましたけれども、あぁ、なかなか先ほども申しましたが、そのぅ、被害の比較

的少なかった地域の皆さま方、今回の災害に対して非常に、まぁ、情報も持っておられな

いこともありますし、えぇ、意識がちょっと災害に対する気持ちが高まっていないと言い

ますか、あぁ、あまり持っていらっしゃらないという現実がありましたので、少し説明を

していただきました。で、先ほどありました防災安心の教科書でございますが、やはりあ
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のぅ、配布はされましたけれども、なかなか皆さんまだお読みいただいてないようなとこ

ろがあるようでございますので、再度ですね、こういう点を広報していただいて、まぁ、

口酸っぱくでも町民の皆さんに防災に対する意識の向上を今後も続けていっていただき

たいというふうに思います。ええと、２点目になりますけども、えぇ、自主防災組織のあ

り方と行政との連絡体制というところですが、これはあのぅ、先ほどの大和議員の質問の

中でも出てきておりましたが、私もあのぅ、実際に地元、田所地区の、まぁ、四つ葉自治

会の方なんですけども、あのぅ、経験したことがございまして、やはりあのぅ、自治会館

が開いていなかったということで、瑞穂小学校の方に改めて移動されたという方がいらっ

しゃったということ、それからその後、あのぅ、自治会館は開いたんですけども、そこに

いわゆる開いてるだけで誰もいらっしゃらなかったと、で、避難されてこられた方が、ど

があすりゃあええんか、いっそわからんと言っておられまして、まぁ、私がたまたま行っ

たんで中に入ってテレビをつないだりして、えぇ、ケーブルテレビ、ＮＨＫ等、えぇ、で、

情報確認したんですけども、それから、こうしたあのぅ、避難所情報がですね、最終的に

町の方に連絡がしてなかったということが後日分かりまして、まぁ、こういうことは非常

に、まぁ、先ほども話が出ましたが問題な点があるなというふうに感じました。で、田所

地区全体でもですね、２４日の日に一応回らせていただいたんですけども、瑞穂小学校と

四つ葉自治会館の２箇所しかどうも開いていないように感じました。で、避難している方

もその２箇所しかなかったように見えたんですけども、後ほど確認しましたら、えぇ、避

難をし、避難しに行ったけど、開いていなかったので家に帰ったという方も実はいらっし

ゃいました。まぁ、そう意味で先ほど行政の方からは、自治会の方に連絡はしていないと

いうことでございましたけれども、やっぱり避難所と指定されている場所はこういう事態

においては、まずは開けていただいていないといけないのではないかというふうに思いま

す。で、まぁ、各自治会に対して今回、えぇ、指示はなかったということでございますけ

れども、あぁ、例えばまぁ、自治会とその鍵を開けたりですね、そういう行為については、

えぇ、町の方からは何か取り決めというか、指示というかそういうものはありますでしょ

うか。お聞かせ下さい。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、自主防災組織の関係とあと避難所の開設の関係のご

質問でございます。まずは避難所の関係でお話したいと思うんですが、あのぅ、避難所は

まぁ、８６カ所ございます。で、これはまぁ、あのぅ、周知のとおりだと思うんですが、

地域防災計画ではですね、町民は予め指定する避難場所を、まぁ、災害の状況に応じて開

設するということになって、町は開設するということになっておりますが、被害の状況や

程度によりましては開設に至らない施設もございます。今回もそうでした。えぇ、全ての

対応は行政的には不可能であるということで、現実的にはなく、地域でも管理や運営をす

るよう、これは防災計画で提言しておるところでございます。従いまして議員がご指摘の

ように町民の方が自主判断されて開設するということが非常に大事だろうというふうに

思っております。まぁ、このため自主防災組織の組織力というか、組織化というのが非常

に大事なことでございまして、今、えぇ、町をあげてその推進を図っているとこでござい

ます。職員は、まぁ、避難所として公民館を開設しております。また田所につきましては、

あのぅ、公民館改修工事のため瑞穂小学校ということで、当初はまぁ、教員の方に鍵を開

けていただいて対応したところでございます。自治会館などは自治会長さんなどを中心に

開設を依頼したものも中にはあります。えぇ、開設の判断は地域に頼らざるを得ないとい

うような状況があり、このたびの開設のことにつきましては、連絡のなかったとこにつき
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ましては、まぁ、あのぅ、避難の情報の把握がこちらも遅れたという実態がございます。

まぁ、今回の被害の大きかった日貫地域は、もうテレビでもよくご存じのとおりでござい

ますが、７月４日に、まぁ、地域を上げての防災訓練をやっていらっしゃいます。まぁ、

これは今年の新規事業の自主防災組織の育成モデル事業いうのを推進してまいっており

ますが、それを、５の自治会が活用されて進められたものでございますが、この事業では

自主防災組織の義務化を義務づけておるんですが、まぁ、ちょうど準備中にまぁ、災害に

あわれたわけでございますが、まぁ、この防災訓練の成果もございまして、えぇ、この地

域はまた５８年の経験が非常に大きく影響しているということが言われておりまして、非

常に素早い行動にあたられたと、ほいで避難所の運営もあてられたと、是非こういうよう

な体制をお願いしたいというのが正直なとこでございます。まぁ、いずれにしましても職

員アンケートや防災会議員や様々な立場、町民の皆さんから意見を集約中でございまし

て、まぁ、こういうことも踏まえてですね、鍵のあり方、特にまぁ、あのぅ、避難所８６

もそうなんですが、加えてですね、学校には教員の方々が、まぁ、校長先生をして管理し

ていらっしゃいます。それにどういうふうにしていくかということは教育長さんとも協議

中でございます。できるだけ早い時期にそういうような方向を図ってまいりたいというふ

うに思っております。で、次にあのぅ、自治会との関係のご質問でございます。まぁ、自

主防災組織のあり方と行政の、まぁ、連絡体系というようなことだというふうに理解して

おるんですが、まぁ、今年の５月にですね、えぇ、災害の緊急連絡網として自治会長さん

やあるいは集落の担当の方々のお名前をいただきましてですね、連絡網を配備したところ

でございます。まぁ、８月２４日の豪雨災害の発生後は、まぁ、当初はですね、こちらの

災害対策本部の方も町民の皆さんからの多くの情報を入れ、それを分析し、そしてそれぞ

れの部局において整理し、その現場対応にあたるという作業に負われていたのが正直なと

ころでございます。まぁ、役場からの情報把握のための連絡をさしていただいたものもご

ざいます。あのぅ、避難所で言えば２４施設がまぁ、開設されたわけでございますが、こ

のうち２０施設に避難されておりまして、えぇ、この避難所とですね、双方向の連絡が十

分であったかということになりますと非常に課題を残しております。今後の課題だという

ふうに理解しております。まぁ、このため情報提供としては我々の方では防災行政無線と

ケーブルテレビに頼らざるを得なかったということでございます。まぁ、先にも言いまし

たが、防災行政無線もですね、通常は全域に放送することを、このぅ、これまではやって

きたわけですが、今後はですね、集落単位あるいは地域単位で、えぇ、ちょっと焦点を絞

ってですね、きめ細かな情報を間断なく頻度を多く出すというような工夫もしてまいりた

いというふうに思っております。本来災害が発生した場合には道路の破壊等によりまし

て、防災の関係機関の活動遅れたり、地域が孤立したり、あるいは今回もあったんでしょ

う、消防団の対応が遅れるようなことがございます。まぁ、そういう意味でこのような事

態も含め災害対策基本法では災害に備えるために、住民の皆さま方には自発的に防災活動

参加に努めなければならないというふうにありまして、えぇ、町は自主防災組織の充実を

図ると同時に防災士の養成を図っているところでございます。まぁ、この反省もございま

してですね、９月４日の時点ではあのぅ、避難所を開設されたところにおきましては、是

非行政の方に連絡をいただきたいという無線も流さしていただきました。いずれにしまし

てもこれも今後、自主防災組織あるいは自治会と行政とどういうふうにやっていくかとい

うことをお互いにいろいろ協議してまいりたいというふうに思いますので、よろしくお願

いします。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 



 

18 
 

●平野議員（平野一成） えぇ、今後自主防災組織をしっかりとですね、えぇ、作っていくた

めに、えぇ、やはりあのぅ、ある程度自治会任せじゃあなくてですね、行政の側からも指

導というか、そういうものを積極的に関わっていっていただきたいというふうに希望をい

たします。えぇ、３点目になりますけども、避難所における情報入手の手立てということ

ですけども、先ほども出ましたけれども、えぇ、田所地区の避難所となっておりました瑞

穂小学校、こちらはあのぅ、体育館の方にたくさんの方が避難をされておられましたけれ

ども、えぇ、そこで、えぇ、やはり、えぇ、小学校の体育館ということで、ケーブルテレ

ビが配線がされておらんということで、まぁ、情報入手に随分困ったという指摘を受けま

した。で、まぁ、今回ですね、えぇ、体育館、現在建て替えの工事に入ってはいますが、

やはりこういう有事のことを考えてですね、町の指定施設になっておりますので、えぇ、

このケーブルテレビの配線の設備はできないかというふうな住民の皆さまからの問い合

わせをいただきました。で、まぁ、それぞれですね、自治会館、公民館等先ほどもありま

したけれども、えぇ、総合的にですね、今後こういう検討も是非していただきたいという

ふうに思いますのでよろしくお願いします。またこれに関連しましてですね、今回あのぅ、

瑞穂地域におきましては幸いと言ったならなんですが、停電というものがありませんでし

たが、えぇ、防災無線の、えぇ、いわゆる停電時の、えぇ、乾電池ですかね、これのいわ

ゆる点検、総点検が必要ではないかというふうな意見をいただいております。これはまぁ、

個人個人にえぇ、たぶん任されておると思いますけれども、できましたらそのへんの点検

も、まぁ、じしゅ、自主防災組織の中の方で、えぇ、加えていただいたりしてですね、え

ぇ、考えていただければと思います。まぁ、それからこの防災無線なんですが、電池の交

換が非常にいたしゅうございます。蓋がなかなか開きにくいということがありまして、あ

のぅ、高齢者の方、特によう開けてんないんですよね。まぁ、そういう点も少しまた、今

後の考慮をしていただければというふうに思います。これは一応あのぅ、要望だけして、

お返事は結構でございます。で、えぇ、今回の事案を通じまして、先ほども、あのぅ、防

災無線も出ましたけども、いわゆる情報発信、情報入手というものは非常に重要であると

いうふうに私は痛感をいたしました。えぇ、被災状況の確認にですね、今回、ご存じと思

いますが、あのぅ、フェイスブックという、えぇ、こういう情報はですね、非常に役に立

つことが有効であると認識をして、いたしました。えぇ、当日あのぅ、通行止めで行けま

せんでした田所地区の下対方面ですね、えぇ、住民の方に呼びかけをいたしまして、フェ

イスブックで早速写真を投稿いただきまして、どういう状況かというのを確認さしていた

だくことができましたし、８月２９日の日に邑南町防災情報というフェイスブックページ

が立ち上がっております。これは町のホームページからでも閲覧をすることができるとい

うことでございますが、まぁ、それ以降、災害情報でありますとか、復興の様子、町から

の広報等が更新をされておりまして、えぇ、利用者にとりましては非常に評価をしたいと

思っておりますが、えぇ、今後こうしたところに集まった情報をですね、えぇ、残念なが

ら今のとろ、あのぅ、特にご高齢の方は、えぇ、入手することが困難な状況にあると思い

ます。で、こうした防災情報のページ等に集まった情報をですね、えぇ、ケーブルテレビ

で利用できないものかどうか、ということをちょっと検討していただけないかと思いま

す。そしてこのケーブルテレビで、まぁ、写真とか動画とかじょう、投稿とかを取り入れ

てですね、放送していただいて、またそれに連動して防災無線を利用して、えぇ、放送の

予告告知をしていただくというようなことができればですね、より多くの町民の皆さんに

今現在起こっていることが、あぁ、周知することができるのではないかというふうに思い

ます。また、定点カメラの映像も、先ほども出ましたが、非常に役に立ったので、えぇ、

場所を増やして欲しいというような要望もあるようでございますが、こうした定点カメ
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ラ、そして文字放送それに加えて被災状況の最新映像等が入ってくればですね、住民の皆

さんの状況理解に役立つことと、それから今回多くの方が登録をされました被災地支援の

ボランティアに対する意識のさらなる向上等にも役立つと思います。えぇ、こうした情報

伝達、情報入手の方法とについて今後の可能性についてお伺いをしたいと思います 

●小林情報推進課長（小林雅博） 番外、 

●議長（山中康樹） 小林情報推進課長。 

●小林情報推進課長（小林雅博） えぇ、情報発信の今後の手立てということでございます

が、まず、最初に、少し当日のケーブルテレビの紹介をさしていただきますが、あぁ、ケ

ーブルテレビの方では２４日当日ですね、えぇ、午前中、危険なこともございまして、３

人ひと組で、えぇ、町内の取材に出ました。そしてえぇ、午後から３分間の映像でしたけ

れども流しております。翌日の２５日には、あぁ、今度は二人編成で３班の取材部隊を出

しましてですね、えぇ、午後より７分間の映像をニュース速報として流しております。町

内の災害の一部でございましたが、あぁ、被災状況を確認していただくには役に立ったん

ではないかというふうに思っております。ええとまたですね、えぇ、ホームページの方で

すけれども、邑南町ホームページに８月２４日豪雨災害というページを２６日に危機管理

課と協議をして開設をさしていただいております。それと先ほど申されましたＳＮＳフェ

イスブックですけれども、８月２９日定住促進課が管理しておりますが、邑南町、あっ、

邑南町防災情報フェイスブックとして開設をしております。このホームページとフェイス

ブックですけれども、町内の方はもちろん町外の方も、邑南町の災害状況を知る上ではた

いへん便利なツールになっているというふうに思っております。で、このあのぅ、ＳＮＳ

フェイスブックとの連携ということをおっしゃいましたけれども、同時の連携は、あぁ、

少しケーブルテレビとですね、難しいと思いますけれどもそこで使った写真データ等、静

止画の方で情報配信していくことは可能でございますので、えぇ、是非検討していきたい

というふうに思います。それからもう１点の定点カメラでございます。当日は定点カメラ

と緊急テロップを使いまして２日間４８時間連続で、えぇ、流し続けております。まぁ、

防災行政無線の方では、即時に対応できないほどの膨大な量でございましたでの緊急テロ

ップの方で常時更新をかけながら、あぁ、見ていただいたということで、特に道路の情報、

交通止め、それから解除等は、あぁ、役に立ったものと思っております。そいでこのぅ、

定点カメラの増設のことも言われましたけれども、これにつきましては結構経費のかかる

もんでございますので、えぇ、今後検討していきながら進めていきたいというふうに思っ

ております。えぇ、それからですね、えぇ、最初言われました小中学校体育館、特に瑞穂

小学校のことを言われましたけれども、このあのぅ、体育館の配線、それから、先ほども

申しましたが、自治会館の大ホール等の配線というのは現在されて、えぇ、いないと思わ

れます。ですがまぁ、ホールそれから事務室等には配線工事がされておりますので、えぇ、

これはまぁ、議員さんご存じのように宅内工事の範ちゅうに入りますので、えぇ、今後は

ですね、そのぅ、学校教育課それから危機管理課ともども一緒になりまして今後の対策会

議等で検討していまいりたいというふうに思います。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） えぇ、こういう情報技術というものに関しましてはですね、まだま

だいろんな可能性がたくさんあると思います。えぇ、こうしたものを組み合わせていただ

いて、えぇ、まぁ、災害時以外でも言えますけれども、まぁ、町民に優しいという情報網、

是非作っていただきたいというふうに要望をしておきます。えぇ、４点目ですけれども、

これはあのぅ、避難場所の見直しの必要性についてということでございますけれども、こ
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れはあのぅ、全員協議会の場でもちょっと話が出ましたけれども、なかなかそのぅ、一概

にいろんな災害があるので、一概にはできないということでございましたが、まぁ、今回、

自治会館、集会所等ですね、避難場所としてどうかなというふうに思われる場所が数カ所

ありました。それから実際にひなんにあった自治会館等もございますのでですね、もう一

度その総合的に検討いただいて、えぇ、しっかりと安全、安心な避難場所というものを確

保できるようにお考えいただきたいと思いますので、これはあのぅ、ご返事は結構でござ

いますのでよろしくお願いいたします。えぇ、最後、ええと、５点目ですね、防災士と町

との連絡体制ということで、先ほども課長の方から防災士という言葉が出ましたけれど

も、えぇ、現在町では防災士の育成に力を入れられておられます。えぇ、多くの防災士の

方が誕生され、登録をされているようでございますが、えぇ、今回私たまたま防災士のひ

とりの方とお話をする機会がございました。そのときにですね、えぇ、今回のような災害

時だけではなく、普段においても、えぇ、防災士の役割と町が期待する動きとはどんなも

のかがはっきり見えていないというようなご意見。それから町との連携あるいは防災士同

士の連絡網がなかなかうまく作れないのだというようなお話をされておられました。そこ

で現在の防災士と町の連絡体制とかですね、この状況をお聞きいただいて、あ、お聞かせ

いただいて今後どのように対応していかれるかというのを聞きたいと思いますのでよろ

しくお願いします。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 防災士の関係でございます。まぁ、あのぅ、地域防災計画

では町は自主防災組織の設立や防災活動の助言を行うため、意識や知識あるいは技術を有

する者を育成するとしてございます。防災士の養成をこのため図っているところでござい

まして、防災士さんには町内での防災訓練とかあるいは研修などの情報はできるだけお知

らせするということにしております。また防災士間の連絡のことがちょっとありました

が、あぁ、たぶんその方につきましてはですね、新しく取られた方だというふうに思いま

す。と言いますのは、えぇ、６月の段階でですね、既に防災士の連絡会やっておりまして、

そのお互いの連絡を共有するということを決めておりまして、現在そういうことでやって

おります。で、従いまして新しい方もそれに加入していただくというか、連絡をいただけ

ればそれぞれの防災士さんの情報を開示するということになっております。えぇ、今年に

なりまして、防災士さんにアンケートを取りました。で、そのアンケートを基にですね、

いろいろ懇談をしたわけでございますが、やはり先ほどご指摘のように防災士の連絡会な

るものが、無いということでございまして、まぁ、あのぅ、ま、任意団体的なもんでござ

いますが、防災士連絡会というものが、まぁ、できました。えぇ、規約等はまだないわけ

でございますが、それと町との定期連絡というのをやっていこうということで会合を持っ

ております。まぁ、防災士さんの困り感なんかも聞かしていただきながら、あるいは自治

会のそれぞれの対応の違い、という情報の共有、あるいは他県での防災士の活動の状況、

そういうものの意見交換を始めたとこでございます。えぇ、この防災士でございますが、

あのぅ、まぁ、議員さんがよくご存じですので、町民の方にお伝えしたいと思うんですが、

これ民間資格でございます。で、日本防災士機構というのが認定するものでございまして、

えぇ、町負担で、これはあのぅ、旅費もその研修あるいは試験もあるわけでございますが、

全て町負担でやっておりまして、えぇ、養成した方につきましては、まぁ、２６名いらっ

しゃいますが、あのぅ、そのあとですね、えぇ、こちらに帰られて、えぇ、応急対応がで

きるようなそういう訓練も、あのぅ、義務づけられております。まぁ、防災士さんにつき

ましては地域での自主防災の推進役としてですね、自治会長さんの推薦のある方の内か
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ら、あのぅ、基本的には今の段階では、あのぅ、自治会に防災士さんがいらっしゃらない

場所、そういうとこを優先して行ってもらっております。で、まぁ、あのぅ、防災士はま

ぁ、さっきおっしゃったように、あのぅ、平常時の時の業務というのもあります。特にあ

の防災訓練等がかかわるわけでございますが、相当厚い、あのぅ、教科を持ってやります。

その中にあのぅ、たくさん書いてあります。で、二日間でですね、それを修得して試験を

やるわけですから、基本的にはそれを熟知してるというのが大前提でございますが、たい

へんな業務でございます。で、えぇ、研修に帰られても、あのぅ、ケースによってはまた

その本を開いていただいて自己啓発をしていただかなくてはいけないというふうに思っ

ております。あくまでもこの自治会の中の一員であるという位置づけでございまして、ま

ぁ、推薦いただいた自治会長さんに特にお願いしたいんですが、防災士さんからも意見が

出ているわけでございますが、この防災士さんの居場所がないというか、そういう意見も

ございまして、ぜひ自治会長さんの方には、防災士さんの居場所を考えていただきたいと

いうふうに思ってます。ま、具体的にはですね、例えば自治会で防災の組織を作りあげる

ときの企画員の一員であるとか、あるいは防災訓練の企画員の一員になるとかそういうよ

うなことだというふうに思います。まぁ、またあのぅ、本人がですね、非常にあのぅ、防

災士の資格を取ったということで、プレッシャーを感じてる方もいらっしゃいます。これ

専門でしょと。えぇ、そうでなくて、えぇ、まぁ、過度の負担のかからないように配慮い

ただければありがたいなというふうに思っております。まぁ、今後も防災士さんにつきま

してはですね、自治会等の連携を図ってまいりたいと思います。また町内には他にですね、

広域消防の所長クラスを経験された方とか、あるいは郵便局長さんあたりがですね、防災

士の資格を持ってらっしゃいまして、えぇ、このたび今準備中なんですが、えぇ、この会

に、の、お誘いも案内しようということでやっています。これ、あのぅ、任意ですから、

まぁ、入らないということもあるかも知れませんが、是非まぁ、あのぅ、皆さん方にはで

きるだけ多く入っていただくことを期待しておるところでございます。以上です。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） えぇ、防災士のことにつきましては、えぇ、実はあのぅ、私は今回

の災害の後でですね、えぇ、自分の所属しております四つ葉自治会の方で急きょ自治会長、

それから各集落会長集まっていただきまして、えぇ、ちょう、えぇ、じち、自治会内の、

今回新しく誕生しておりますけれども、防災士を中心としました研修会とかですね、えぇ、

あと出前講座等を利用した勉強会そして避難訓練までしなければいけないなというふう

なお話をしておりますので、またその折りには一つご指導のほどよろしくお願いしたいと

思います。ええと、通告にはございませんけども、最後にですね、ええと、今回あのぅ、

災害のときに道路の通行止め等の情報が非常にたくさん無線等で流れましたけれども、そ

のときにですね、特に町道に関しまして、どこかさっぱりわからんという意見が多々ござ

いました。で、ええと、かつてですね、瑞穂町の時代に、まぁ、こんなちょっと古いです

けども、昭和６３年できとりますが、あのぅ、町道の地図とですね、どこからどこまでど

のくらい距離があるというような地図が配布をされておると、是非邑南町でもこういうも

のを作ってくれというような意見をいただいておりますので、これはまぁ、検討いただい

てですね、えぇ、またお返事をいただければいいと思います。ええと、最後になりますけ

れども、ええと、今回ですね、被害の少なかった地域の皆さんもですね、今度は何時自分

たちの身にどのような災害が起きるか分かりませんので、是非ですね、今回の教訓を生か

して、自分たちの行動を見つめ直して、そして、えぇ、自主防災組織に対してですね、え

ぇ、ご協力をいただくように改めて、えぇ、町の方からもですね、お願いをしていただき
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たいというふうに思います。また、えぇ、今回の災害を受けましてアンケートを発送され

ました。もう回収されておられますですかね、えぇ、そのへんもですね、しっかり検証さ

れて今後の防災、減災に反映していただきたいと思います。えぇ、いずれにしましてもで

すね、今後被災をされた地域の復興、それから被災をされた皆さまの心の健康を守ること、

そして町民全体の総意としての、えぇ、危機管理の体制の確立を急がれるというふうに思

います。えぇ、町長もしっかりとリードしていっていただきたいと思いますが、えぇ、今

回の様々な反省点について、そして今後の取り組みついてですね、えぇ、お考えをお聞き

したいと思いますがいかがでございましょうか。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、私の率直な感想でありますが、一番雨が多く降った日貫地域

で何故一人のけが人もなく、死者もなく、えぇ、あれだけのことができたかということに

ついては、私はこれは非常に大いに今後は参考になるいい事例だというふうに思います。

えぇ、残念ながら私は全町的にこう見てみると、日貫ちいき、日貫地区のように非常に危

機に対して、非常に認識が高いところと、全くと言っていいほど、おれんとかあ大丈夫だ

といってあんまり訓練もしてないところとかなり差があるんじゃあないかと、その差が今

回出てるんではないかなというふうにまぁ、思うんです。で、危機管理課長も言ってるよ

うに、３９の自治会がありながらもまだ１３しか自主防災組織が立ち上がってないという

のは、まことに私はもちろん我々の責任でもあるけども、皆さん方のやっぱり命を守るっ

ていうことについては自らが考えて、そして日頃の訓練を怠ってはならないということを

私強く思いました。是非あのぅ、自主防災組織を立ち上げて、で、それがやっぱりあのぅ、

立ち上げたらいいけども何もしないじゃあ意味がないんで、おっしゃるように。やっぱり

日頃の訓練、訓練。その中でやっぱり意識がだんだんと高まっていくんだろうというふう

に思います。気象庁は命を守る行動と言っておりますが、これは様々な場面でやっぱり応

用していくっていうことが、臨機応変に対応していくことが大事なんで、えぇ、これはマ

ニュアルがあるわけじゃあありません。その場その場で地域住民の皆さんがどのように行

動していくかっていうのは、正に言ったように日頃の訓練の成果だろうというふうにま

ぁ、思っておりますので、是非あのぅ、議員の方々もですね、その中の一員に加わってい

ただいて、旗を振っていただいてですね、やっぱり言葉は、言ってはなんですけども、日

貫地区に見習えと、まぁ、こんなことをですね、やっぱりお願いをしたいなあと、まぁ、

いうふうに思っております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、まぁ、今後復旧、復興に対しましてですね、いろいろ

とまぁ、財政的にも、制度的にも制約はあろうかと存じますけれども、是非ですね、えぇ、

心のこもった支援というものを、えぇ、被災された皆さま方にお願いをして私の質問を終

わらせていただきます。ありがとうございました。 

●議長（山中康樹） 以上で平野議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせて

いただきます。再開は午後１時とさせていただきます。 

 ―― 午前１１時２４分 休憩 ―― 

―― 午後 １時００分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第３号漆谷議員登壇をお願いい

たします。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 
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●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 皆さんこんにちは。えぇ、７番漆谷光夫でございます。えぇ、この

場を借りてではございますが、質問に先立ちまして、えぇ、８月２４日豪雨災害によりお

亡くなりましたお方のご冥福を心からお祈り申しあげます。また改めまして被災されたお

方のほんとにご苦労に対して心からお見舞いを申しあげます。えぇ、私はこのたびの８月

２４日の豪雨災害、私も災害後いろいろ現地に赴いて、災害の状況あるいは災害にあわれ

た皆さんのほんとうの切実な声を聞いてまいりました。今私たちが一番しなくてはいけな

いのはやはり被災にあわれた方のほんとの声をお聞きして、そして安心で安全なまちづく

りにみんなで力を合わせて、災害のないまちづくりをしていくのが一番今の時期に大切な

ことではなかろうかと心より思っとります。私は９月定例会に臨むにあたりまして、えぇ、

二つの質問、要望事項を通告書によってお伝えしております。これに沿って、私はただ今

より質問をさしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。まず１点目

でございますが、先ほども申し上げましたがこの災害をしっかり受け止め、これから二度

とこういう災害を同じ所で繰り返さないというのが、一番大切なことではなかろうかと思

います。項目にあげておりますように、砂防計画についてとまた日和川の全面改修につい

て私の考えなり、地域の皆さんの声を交えながら、質問なり要望なりをさせていただきた

いと思います。１点目の砂防計画についてでございますが、今まで町として、そういう危

険地域と言いますか、土砂崩れが起きるかもしれないというような事前の今までの調査が

あったかないか、なかったか。もう１点は、地元から砂防ダムが欲しいとか裏山が危ない

とか、そういう要望があったのかなかったのか。あったならどういう対応をされてきたの

かについてお聞きしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、私の方からお答えを、まぁ、いろいろとさしてもらおうと思

ってるんですが、その前にせっかくの機会でございますから、ほんとこのたびの災害につ

いて、ほんとにいろんな方からご支援をいただきました。えぇ、特に町内で申しますと消

防団あるいは災害ボランティアの方々、ほんとに献身的にご助力いただいて、まぁ、ここ

まできたのかなあというふうに、まぁ、思っております。改めていろんな方々にこの場を

借りてお礼を申しあげたいと思います。えぇ、まぁ、議員も今、冒頭に触れられましたけ

ども、いかに必要なところに早く手立てをするかということであります。えぇ、ま、この

たびはお陰様で激甚災害の指定を受けることになりました。えぇ、これは国庫補助、また

交付税の措置を含めるとですね、恐らく９９％は国で改良が、復旧ができるんではないか

なと、まぁ、いうふうに思っております。ただこれはですね、えぇ、３年という一つの期

限がございます。つまり、２８年３月までにやるということが一応原則でございますので、

今から専門部署も立ち上げたりして、査定を受ける準備をしていきたいと、まぁ、いうふ

うに思っております。３年と言いますと、ちょうど私の任期も３年でございますから、私

の任期中にですね、ひとつ目途をたてたいと、まぁ、こういう思いで町民の皆さまには決

意表明をさしていただきたいとまぁ、いうふうに思います。またあのぅ、えぇ、１番議員

からも話がございました、私も全く同感でありましてね、まずあのぅ、被災者に寄りそう

ということが大事だろうというふうに思います。そしてできるだけ安心感を持ってもら

う。えぇ、先日も早速課長会議を開きまして、えぇ、とにかく前例にとらわれずに、町の

要綱規則にとらわれずに、できるだけ柔軟に対応していくことが大事だろう、しかもスピ

ード感を持ってと、いうふうに、まぁ、申しあげております。まぁ、今後こういう点でも

皆さん方からいろんなご指導をいただくと思いますけどもよろしくお願いしたい。最後に
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はですね、職員は全員ではないかも知れませんけども、自分の業務を受け持ちながらもさ

いおう対応やっていくという、非常にまぁ、ある意味では過重な条件の中で頑張っており

ます。えぇ、是非議員の皆さま方からもいろんなご指導をいただくのはもちろんでありま

すけども、職員に声かけをしてもらって激励をしてもらってですね、頑張れよと、自分た

ちも応援するからと、こういうことですね、まず、やっていただきたい。既にやっていた

だいておる方もいらっしゃると思いますけども、一層、職員の、にはですね、そういう配

慮をお願いしたいなあというふうにまぁ、思います。えぇ、そういう中で、えぇ、砂防計

画の問題でありますが、従来から邑南町はえぇ、県内の町村でももっとも土砂災害の多い

危険地域の箇所数を持っております。したがって砂防計画というものを立てて、調査をし

て、えぇ、やっておりますが、これはなにせ箇所数が多いから、はやりその中で優先順位

をつけて、やっぱり一番危険な箇所からあるいは一番影響度の多い所から順々にやってい

ただいてる。これは国、県が行う事業でありますから、とにかくお願いをしてる、その中

で国にお願いしているのはとにかく今コンクリートから人へというような話も一時あっ

た関係で、非常に砂防の関係の国の予算が削られてます。まずこれを増やさないといけな

い。ここがまず根本だろうと思います。それをまぁ、町長としては一生懸命国に訴えてい

るということであります。で、その中にやはり住民の方々と意見を交わしながら、ここは

砂防ダム必要だね、あるいはここは非常に危険だねということも充分にお聞きをしなが

ら、計画を進めております。えぇ、ご案内のように１０月になるとまた県知事に治水対策、

あるいは土砂災害対策の推進についてお願いをするわけでありますけども、えぇ、毎年毎

年お願いをして、えぇ、１箇所終わればまた次の新規を採択いただくという形で進めてお

りまして、２６年度は今やっております桧ノ迫川砂防事業、断魚地区であります。あるい

は水ケ迫川砂防事業、下口羽地区、あるいは急傾斜地崩壊対策事業としては、宮の原地区、

まぁ、こういったものを特に重点的に推進するようにということで訴えていきたいなあ

と、まぁ、いうふうに思っております。えぇ、また過去にはやはり非常に公共施設もおい

い、あるいはいろんな観光施設もおいいという所、例えば砂田川なんかはそこに砂防の網

をかけまして、大規模で県にお願いをしてやっていると、まぁ、そんな事例もございます

ので、えぇ、しっかりと県と相談しながらですね、議員のご心配になっているようなこと

も含めてですね、できるだけやっていくようにはさしていただきたいと、まぁ、いうふう

に思っております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、町長の方から優先順位を決めて、計画的に砂防計画について

は進めていくというお返事がありました。えぇ、土砂災害等で被害にあわれた方は、まぁ、

ゆっくり晩に雨が降っても安心して眠りたいというのがほんとうの気持ちでございます

ので、その気持ちを一つ忘れずにですね、これからも砂防改革について取り組んでいって

いただきたいというふうに思います。えぇ、次に日和川の改修についてお尋ねしたいと思

います。えぇ、今、日和川の改修率言いますか、ほとんどなっとらんと思うんですが、そ

のへんとですね、えぇ、やはり今回の稲作された圃場の被害を考えるとき、まぁ、河川改

修がされとる所とされてないとこでは、ずいぶん差が出るなあということを実感として現

地をみて思いました。併せて私も子どもの頃は日和の川で魚を釣ったり、夏には泳いだり

という日和に、日和の川については非常にまぁ、愛着をもっとるわけですが、今回の災害

で川の表層は一変して私もびっくりしました。そういうことを併せてこれからの日和川沿

いでの稲作、ある人言われました、毎年こういうふうになるともう稲を作る気力がわいて

こんと、やはりそういう稲作されてる皆さんの気持ちを汲んで、日和川の改修についてこ
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れからどのように取り組んでいかれるのか、これについてお聞きしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、日和川の河川改修のお尋ねでありますけども、まぁ、これは

あのぅ、単にあのぅ、河川改修だけではなくて、そこに流れ込む、いわゆる土砂をどう防

ぐかということも関連していると思います。で、最初のお尋ねのときには、ご質問なかっ

たんであえて言いませんでしたけども、えぇ、今回特に災害関連で、えぇ、土砂をどうや

って防ぐかということについても、少しお話を、まぁ、日和川も絡めてお話をしたいとい

うふうに思います。えぇ、特にまぁ、今回は日貫、日和地区がこういった大きな災害を受

けたわけでありますけども、当面やらなきゃいけない川としては福原川、これの砂防、ど

うするか。あるいは町がドーッとこう、町に水が流れていった、その元である金比羅川、

そこの砂防をどういうふうにしていくか。で、これはおそらく砂防ダムだけではだめだと

思います。まぁ、あそこはあのぅ、いわゆる暗きょが詰まったわけでありますから、そこ

もどういうふうに改良していくかということも併せてですね、やらなきゃいけない問題だ

ろうと思いますが、そういう金比羅川の問題。それから日和川に注ぐ勝地川、これが非常

に悪さをして問題で、日和中央自治会をああいうふうに土砂で埋めたというようなことが

あります。ここの勝地川の砂防ダムもしっかりお願いしていかなきゃならんなあと。そし

て従来からある砂防ダムについてはどちらかというと管理が徹底しとったかというと、そ

れはなかなか難しかった。それで、えぇ、満載になった砂をどうやって除去していくかと、

こういうことを併せてですね、メンテナンス考えていかなきゃならんというふうに思いま

す。まぁ、そういう砂防ダムのことも含めて日和川の河川改修でありますけど、えぇ、ま

ぁ、議員、あのぅ改良復旧はならんかと、まぁ、こういうことだろうというふうに思いま

す。で、正直言いまして、えぇ、改良復旧についてかなりハードルが高いわけでして、え

ぇ、いろいろと調査調べた結果ですね、いわゆる被害状況がこの改良復旧にどうも満たな

いとこういうことであります。これは、国の法律でありますから、現段階ではなんともい

かんしがたい。きのう財務省の方にもお話をしましたけども、これは非常に難しい問題だ

と。この基準というのは災害関連の改良復旧でやろうとしてもですね、５割以上災害箇所

が総延長でなければならないということがありますが、そこに至ってないわけです。日和

川は。そういう中でやはり私は一つは改良復旧に近い復旧をどういうふうに県と相談して

やっていくかということだろうと思います。えぇ、今までどおりの現状復旧ではまた同じ

ようなことになるというのは明らかでありますから、改良復旧に近いやり方というのをや

っぱり県と知恵を出してやっていく、そして局所でもいいからそこは改良していく。えぇ、

それから県単の河川事業で高さを出していく、あるいは貯まった砂をだいたいこう除去を

していく、それからさっき言った勝地川の砂防ダムをやっていく、総合的にですね、日和

川を改良していかないとなかなかこれはいい改良にはならないのかなというふうに、ま

ぁ、思っておりまして、えぇ、そういった日和川の今の実状というものを訴えながらです

ね、そして一方では今の採択基準というものが、本当に今のゲリラ的な集中豪雨の中で、

えぇ、採択基準そのものが合っているのかどうかということも含めてですね、これはオー

ル島根県、オール全国という形での訴え方になろうと思いますけども、そこはそこでまた

やっていかなきゃならんなあという思いでいっぱいであります。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、今の説明ですと、事情はよくわかっとるけど、まぁ、法律的

な問題がある、という答えだったと思います。まぁ、そのへんをですね、まぁ、これから
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も粘り強く、やはり日和川の今回の氾濫で、冠水あるいは圃場が流出したとかいうほんと

うに農家の皆さんの気持ちをふまえて、これからもねぶりざ、えぇ、粘り強く取り組んで

いっていただきたいとこのように思います。えぇ、先般国会議員の竹下亘先生も本町に来

られて、町長室で言っていただきました。やはり部分的な改良でなしに、改良復旧、改良

復旧が大事だよっというふうに言っていただきました。私は非常に心強く思いました。や

はり、ほんとうに町をあげてですね、えぇ、そういう被災されたお方の気持ちになって、

えぇ、砂防にしても日和川の改修にしてもまだまだ災害を受けられたところがたくさんあ

ります。それにどうか応えていただきたいとこのように思います。それでは通告書の２番

目の質問に入らせていただきます。えぇ、２番目の質問は矢上小学校、いわゆる矢上小学

校解体後のどういうふうに利用されるかというより、えぇ、これはじゅうに、１２月議会

をふまえて、今年の１月１５日の、えぇ、議会だよりの３７号で、えぇ、掲載されており

ましたので、まぁ、あのぅ、間違いがあったらご指摘願いたいわけですが、えぇ、まぁ、

教育委員会の方から、体育館かあるいは多目的ルームかということで検討され、体育館を

建てるには形状に無理があるので多目的ルームに、を採用したいと、まぁ、そういうおお

ざっぱにいうとそういうことだと思います。その後に議会の方から、しかしながら、以前

より体育館の、体育館の跡には体育館を建て替えてほしいという要望があったので、それ

をしっかりふまえて地元と調整しなさいよという下りもありました。えぇ、そのへんのと

ころをですね、私も当時まだ議員ではなかったわけで、えぇ、議会だよりを見て、私はい

っとります。そのへんのことについてご質問したいと思います。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、矢上小学校の体育館の跡地の計画についてでござい

ますけども、えぇ、まぁ、あのぅ、矢上小学校の体育館の解体に伴います跡地の整備方針

というものを検討するなかでですね、えぇ、まぁ、昨年８月に、えぇ、矢上小学校と矢上

小学校ＰＴＡの連名で、まぁ、二つの案で、えぇ、要望書が提出されました。で、その第

１案はですね、えぇ、二階建てということで、一階に多目的ホールそれから更衣室、トイ

レそれから倉庫、小会議室、駐車スペース、こういったものを配置して、えぇ二階に体育

館部分、あのぅ、現在隣接しとる改善センターをつかっとるわけですけども、その改善セ

ンターのいわゆるフロアーと言いますか、体育フロアー、これと、に加えて、ギャラリー

も加えたような広さの規模という案でございました。それから２案はですね、えぇ、体育

館は今までどおり改善センターを、に器具庫を設けて引き続き使用しながら、えぇ、跡地

へは、解体した跡地へは、えぇ、先ほど言いました１案の一階部分、つまり、多目的スペ

ースを、と、その附随施設ですね、そういったものを配置してほしいということでござい

ました。そこで受けましてですね、教育委員会といたしましては、えぇ、１案の二階建て

の体育館の場合はですね、環境改善センターの並の体育館規模の面積ではこの跡地へ配置

することがまぁ、物理的な問題がある、困難であるということ。それからですね、えぇ、

これからの矢上小学校の教育環境にとりましてはですね、要望にある多目的ホール、この

多目的ホールの利用目的と言いますか、方針と言いますか、これはですね、ランチルーム

でありますとか、それから児童の集会、それからＰＴＡの集会や研修、それから書き初め

といったようなそういった広いスペースを利用する学校活動、こういったものに必要な、

あっ、利用するための目的で多目的ルームというものが出てきたわけですけども、これが

必要と将来的にはなるという判断をもちまして、えぇ、要望書にあった第２案の計画に沿

った形で教育委員会としては方針を決定いたしまして、昨年の１２月定例議会で方針を説

明して、させていただきまして、その時に特に異論は出なかったと承知しております。で、
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従いましてですね、この整備方針、昨年１２月に報告させていただいた整備方針を基にで

すね、えぇ、今年平成２５年度から事業化をするために、今年の３月の定例議会で、今年

度の当初予算として体育館の解体工事とそれの解体後の計画設計業務を執行するための

予算を承認いただいておりまして、今年度はもう既にその体育館の解体工事が完成してい

るという状況でございます。で、えぇ、議員ご指摘の、あのぅ、いわゆる調整をというこ

とですけども、この整備方針、昨年１２月にだしました整備方針につきましては、１２月

２６日に要望書を提出者されました矢上小学校とＰＴＡの役員さんにですね、回答させて

いただきまして、さらには今年になって、１月２０日のＰＴＡ総会の場でこの方針を説明

申し上げ、さらに２月１８日には矢上地区の自治会長さんにお集まりをいただきこの方針

を改めて説明させていただいた経緯がございます。以上でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、あのぅ、素朴にですね、まぁ、さ、冒頭でも言いましたが、

なぜ体育館が建たないのか、ええと、いうことでございますが、えぇ、今の改善センター

は平成１２年からたぶん使用されとると思います。ほれで、その間平成１５年に、時の自

治会長さん、矢上地区の５人の自治会長さん、えぇ、そして当時の町会議員さん６名、計

１１名の連名で、えぇ、是非矢上小学校に体育館を建ててほしいという要望書が出とった

と思いますが、ご承知でしょうか。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、当時の要望といたしまして、えぇ、矢上小学校の体

育館の建て替えという要望が出ておるというのは承知しております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、先ほど２月１８日確かに私も自治会長で、２月１８日に説明

を受けとります。これはあくまで事後の、まぁ、１２月の段階で、さっきも言いましたよ

うにもう決まったことでありますし、えぇ、まぁ、教育委員側の方から言いますと学校も

ＰＴＡも了解しとるから、えぇ、ま、こりゃどうにもならんということで、まぁ、聞くの

はまぁ、聞かしといてもらいましょうと、しかし、あくまでこれから、次に質問しますが、

仮の体育館いうことになりますと、農村環境改善センターが含まれます。そういうことも

含めて、えぇ、どうするか、いうことを私はまぁ、その当時も聞くのは聞いたが１２月に

決まったものを今さら、前に戻すことはできんので、という、まぁ、常にいっとることで

すが、自治会長に言ったから地域全体の了解を得られたというのはあまりにも短絡的な話

だったろう思うんですが、まぁ、保護者会に言わしますと、まぁ、そのぅ、２案というの

はいろいろ出たものを一つずつ拾い上げて出たもんで、まぁ、別に自分らあは意見は言っ

たが、そういう２案のようなものは別に、えぇ、多目的ルームが良いとか、いうことはど

うかと思ういうようなニュアンスで、まぁ、ちょっとこれも私もこの２案についても、ち

ょっとまぁ、疑問点はあるわけですが、まぁ、それはそれとしてですね、次に質問に移り

ますが、今、あこへランチルームを、ランチルームでなしに多目的ルームを建設されると

いうことは、やはり矢上小学校の５年後、１０年後、未来構想に基づいて、の案か、それ

とも先ほど言われたようにただ単に敷地面積が少ないから、これにしたと言われるのか、

あるいはまた予算上の問題なのか、また、計画はまだ私どもも知りません。前の体育館の

場所にその面積で建つような体育館、第３案ですが、そういうものはなかったのか。また

今度建てられる多目的ルームについてはおよそどのぐらいの広さのものを計画されてい
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るのか、これについてお尋ねします。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、まずですね、あのぅ、多目的ルームのことですけど

も、これは先ほど申しましたように、学校、ＰＴＡからの要望の１案にも２案にも多目的

ルームを整備してほしいという案がございました。その中で体育館を二階建てで造るの

か、それとも改善センターをそのまま器具庫を活用しながら、あのぅ、増築しながら使っ

ていくか、そういった二つを考えて多目的ルームはまず第一に欲しいというのがとにかく

要望書にもあったわけですから、そういったことをふまえまして先ほど申しあげたように

教育委員会ではこれからの矢上小学校の教育環境としてはこの多目的ルームを必要だと

いう結論に達したということで、えぇ、結果的に第２案に沿った結論を出させていただい

たということでございます。それからこの多目的ルームの規模ですけども、これはあのぅ、

現在あのぅ、矢上小学校１５０人程度児童がおりますけども、その児童が全て入るような、

１５０人が入れるような規模の多目的ルームをこれから計画したいと考えております。あ

のぅ、矢上小学校の将来のことを考えてやったのか、計画したのかということについても、

先ほど言いましたように総合的に考えていわゆる体育館は現在の改善センターを利用し

ながら、跡地には多目的ルームとその附随施設を設けることが将来的に矢上小学校の教育

環境としてふさわしいと教育委員会が判断したということでございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） １点だけ聞いておきますが、１５０人規模というのは机を出した

り、椅子を出したりしての１５０人か、あるいは朝礼等で集まったときの、立って、えぇ、

生徒さんが入られるスペースなのかそのへんを聞いときたいと思います。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、先ほども申しあげたように、多目的ルームの利用方

針としては、ランチルームも想定しておりますので、当然椅子と机を入れて１５０人入れ

るような規模を考えていかなければならないと考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、次に、えぇ、農村環境改善センター、この利用目的言います

か、使用目的言いますか、どういう意味合いでもともと建てられたものかを教えていただ

きたいと思います。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、矢上農村環境改善センターの利用目的でございます

けども、えぇ、邑南町農村環境改善センター条例という条例がございまして、この第４条

にですね、えぇ、この改善センターの事業目的が定めてございます。えぇ、その第１項に

ですね、第の１号に農林業振興に必要な研修及び実習並びに指導を行うこと。それから２

号に、えぇ、生活改善を推進するための事業を行うこと。それから３号に保健体育、健康

管理に関する実習及び指導を行うこと。それから４号で社会教育、社会福祉のための利用

に供すること。それから５号で、住民の集会その他公共利用又は公共的利用に供すること。

６号で町長が特に必要と認めた事業を行うことと定めてあります。それから２項にです

ね、えぇ、前項に掲げる、つまり先ほど言いました６号を束ねた１項なんですけども、そ



 

29 
 

の１項に掲げるもののほか、支障のない限りで改善センターの施設及び設備を会議その他

に使用させることができる。こういうふうに規定がなされております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、今なんの目的かいうのは分かりましたが、えぇ、この

改善センターを今まではまぁ、仮で、えぇ、矢上体育館の小学校として使用してきました。

まぁ、大いに結構なことだろうと思います。まぁ、これは供用ですので地域と学校との折

り合いをつけて、えぇ、来たと思います。えぇ、まぁ、これを未来に渡って矢上小学校と

して使用するのはどうだろうか、いう疑問が一つと、やっぱりこのぅ、改善センターはや

はり先ほども説明がありましたように、地域を中心として皆さんがいろいろご利用いただ

く施設だというふうに私はまぁ、理解しとりました。えぇ、矢上小学校が本格的に改善セ

ンターを使用しますいうことになりますと、この改善センターをこれからは改善センター

と呼ぶんでしょうか、それとも矢上小学校体育館と呼ぶのでしょうか。お聞きします。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、矢上改善センターのですね、施設をまぁ、あのぅ、

地域といわゆる学校とがきょうずん、共有していくということになるわけですけども、こ

れは今まで変わらずですね、えぇ、利用するいうことで、えぇ、学校がもう占有するとい

う部分、えぇ、考え方ではございません。今までと変わりございません。で、農村環境改

善センターの施設を矢上小学校が体育館として部分使用するという考え方でありまして、

あくまでも施設はこれまでどおり、矢上農村環境改善センターとして条例上でも規定され

て継続するものでございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、説明は分かりました。えぇ、まず私が一番言いたいの

はですね、やはりこういう改善センターというようなそれこそ地域にとっては多目的な建

物をこれから矢上小学校の体育館として使用するわけですので、そのへんの地域との整合

性をしっかり持ってみんなが納得して、みんなが理解して、しっかりと地域で協力体制が

組まれるような、私がここで一般質問しなくてもいいような執行部としては体制を常にと

っていただきたいと私は思います。その点についていかがお考えでしょうか。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） ええと、矢上小学校が体育館として、えぇ、改善センター

を利用してきたというのはこれまでもそういった状況でやってきておりますし、これから

も同じような利用形態をとっていくということでございます。で、その一般利用との調整

というものは今の矢上公民館を介してですね、えぇ、学校とひは、平日の昼間はまぁ、学

校が主に使うような状況になると思うんです、今までどおりですね、平日の夜であるとか

土曜日曜につきましては、あぁ、一般の方が当然利用出来るような状況で今までも来てお

りますし、これからもそういった方向で調整を図っていきたいと思っております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ最後に町長さんに伺いたいわけですが、えぇ、先ほどか

ら教育委員会と私は質問を繰り返してきましたが、この点について町長さんの方からなに

かご意見がありましたら、お受けしたいと思います。 
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●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） これはあのぅ、学校施設でありますから、やっぱり教育委員会とし

ての充分な議論の中で結論を出したということについては尊重しなきゃいけないという

ふうに思います。やはりその過程の中でいろいろ、今聞いておりますといろんな点で総合

的に議論をしながら、あぁ、ここまで来たという過程もございますし、特に大きな判断ミ

スとかそういうことはなかったんではないかなというふうに思っております。ただまぁ、

議員がご心配のように、じゃあ、矢上地区全員の方に納得していただける、いただいてる

のかってどうかっていうことについては、私もそれは１００人中１００人全部ということ

にはなかなかならんだろうから、できる限り建設までにはですね、充分に説明責任を果た

す必要が教育委員会にはあるんだろういうふうに思います。以上です。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、一つもらしとりましたが、よろしいでしょうか。あのぅ、改

善センターの改善改修計画はあるでしょうか、ないでしょうか。 

●田中学校教育課長（田中節也） 番外。 

●議長（山中康樹） 田中学校教育課長。 

●田中学校教育課長（田中節也） えぇ、このたびのあのぅ、教育委員会の方針に沿ってでで

すね、えぇ、進めていくためにはですね、えぇ、改善センターを引き続き、矢上小学校の

体育館として利用するわけですから、えぇ、小学校の体育館として利用しやすい部分もな

けりゃいけんわけですね、そのへんの要望としては学校側から出されたのは器具庫が不足

しているという部分、それからまぁ、便所が少ないという部分もあるですが、これはまぁ、

一般利用も同じだと思うんですけども、とにかくあのぅ、そういった体育器具庫と便所に

ついてはですね、えぇ、改善を図りながら体育館の跡地には多目的ホールを主とした施設

を計画していきたいというふうに考えております。ですから今回の計画によって改善セン

ターを改善する言いますか、そういった計画としては今の器具庫と、学校用の器具庫とま

ぁ、便所の改修を一応考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、えぇ、まぁ、多目的ルームあるいはまた今度本格的に矢上小

学校として使用される改善センターについては、えぇ、やはり、えぇ、皆さんから納得い

くような、えぇ、建物、あるいはまた改修が行われますことをお願い申しあげまして、私

の一般質問とさしていただきます。ありがとうございました。 

●議長（山中康樹） 以上で漆谷議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせて

いただきます。再開は午後２時５分といたし、させていただきます。 

 ―― 午後 １時４８分 休憩 ―― 

―― 午後 ２時 ５分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第４号石橋議員登壇をお願いい

たします。 

●石橋議員（石橋純二） はい、議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） １４番石橋でございます。えぇ、前回６月はお休みをいただきまし

た。今期初めての一般質問でございます。えぇ、どなたも申されましたけれども、このた

びの８月２４日の集中豪雨につきましては日貫、日和地区の、特に日貫、日和地区の皆さ
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ま方、えぇ、たいへんな災害ということで心からお見舞いを申しあげる次第でございます。

また中野地区におきましてはおひとかたが亡くなられるという、まことに痛ましい大きな

災害となったこと、ございます。心からお悔やみを申しあげる次第であります。さて、８

が、えぇ、昨年の３月議会でございましたか、いわゆる平成１１年度の最後の議会でござ

いました、町長の方から危機管理課を設置したいという提案がございました。これはあの

ぅ、一人の犠牲も出さない、それから想定外を言わない、それから自助の精神を育てるこ

とを基本として設置したいという説明がございました。そして設置、平成２４年度から設

置されて１年間、えぇ、現在の課長が、初代の課長として取り組んでいらっしゃいます。

えぇ、このことについて若干、えぇ、質問をさしていただきたいと思いますけれども、私

の前、３人の皆さんがほとんど私の言わんとすることも質問をされましたので、えぇ、重

複しないように、えぇ、ところ、あぁ、私が聞きたいところだけを聞かしていただいてい

きたいと思いますのでどうぞよろしくお願いをいたします。まぁ、今回こうして２４日早

朝たいへんな水害に見舞われたところでございますが、ほんとに早い段階で災害対策本部

を立ち上げられました。私も３時半には起きて見回って、近くを見回ったところでありま

すが、その時にはすでに防災無線が放送をしておりました。非常に雨が多くてあま、雨足

がおおく、あぁ、高くて、雨音が高くて、いっとられる内容は分かりませんでしたけれど

も、まぁ、避難を呼びかける防災無線であったと思います。そして、えぇ、非常にこの３

時４５分ですか、たさ、防災対策立ち上げられたいうことを伺いました。そしてこのあい

だの全協の席で、るる詳しくはご説明をいただきましたので、えぇ、そう詳しくでなくて

結構でございますが、えぇ、今回の水害を受けて早朝に災害対策本部が立ち上げられた、

それからの対応についてですね、若干簡単で結構でございますが、述べていただければと

思います。そして現時点でその時の対応によって、えぇ、どういう評価、あぁ、至らなか

った、あぁ、いわゆるそのぅ、もう少しこうすれば良かった、あるいは評価できる点ござ

いましたら、ちょっとその点についても述べていただければと思います。よろしくお願い

します。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、対策本部の関係について簡単にということでござい

ますが、一応資料等用意しておりますので少しちょっと触れさして下さいませ。２４日の

大雨警報が邑南町に発表されまして、これが午前０時２１分でございます。職員はすぐさ

ま１０分以内にかけつけております。というのはまぁ、２３日の夜半からですね、職員は

携帯を握りしめて起きている状態でございました。で、携帯にその情報が入るようになっ

てますので、入ると同時に飛んで出たというのが正直なとこでございます。町の災害体制

の関係のマニュアルがありまして、これに基づきまして準備段階に入ってまいりました。

まぁ、これは警報が発令されると危機管理課の職員はもちろん、支所の職員、それから、

支所の防災担当職員、それから危機管理課長が指名した者、特に建設課の職員ですが、そ

ういうメンバーは全て参集しなければならないということになっておりますので、それに

基づくものでございます。まぁ、あのぅ、２３日は、あのぅ、あまりこう雨は降っていた

んですが、あのぅ、一番こうひどくなったのはやはり夜半からでございまして、特におっ

しゃったように日貫地域で非常に大きな雨が降り続いておりました。すでに、もうあのぅ、

午前１時４０分ごろには日貫地域のリーダーの方々はその対応に追われていらっしゃっ

たというのが現実でございます。日貫の町の中央の排水溝が、まぁ、つまって、これにつ

いて消防ポンプでなんとかはき出して欲しいというような情報も得て、それに対して消防

団の分団長に連絡し、その対応等に追われていたところでございます。３時前くらいにな
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りましてから、どんどん石見地域を中心として被害情報が入ってまいりました。えぇ、そ

ういうことでありまして、３時には災害の第１次体制をしいたわけでございます。災害の

第１次体制と言いますのは課長補佐以上が参集するということでございます。これはあの

ぅ、議会の皆さまにお諮りしたんですが、えぇ、災害時の緊急配信メールシステムという

のがございますが、それで一斉に２百何人のメンバーに通知をします。その中で課長補佐

以上が参集するという段取りを踏んだわけでございます。その５分後にですね、気象業務

法というのがございまして、それに基づきまして、第１回目の大雨に対する警報を発令し

ております。で、３時３４分になりますと、気象台が土砂災害の警戒情報を出しましたの

で、防災行政無線で皆さまに呼びかけたものでございます。そしてその１０分後ぐらいで

すが、災害の第２次体制に入りまして、同時にですね、ここで災害対策本部を設置したわ

けでございます。で、加えてですね、県の方に本部の設置についてこれを報告しておりま

す。幸い対策本部の立ち上げと同時にまぁ、日貫の中央自治会に対しまして、避難勧告を

発令さしていただきました。えぇ、３時５５分になりますと、全町に避難準備情報を無線

放送さしていただいたんですが、これにつきましては気象台のさまざまなデータから強い

雨を降らせる雨雲が今後も降り続くと予想されることと、また危険個所が特定できる状況

でなかったもんで、全町に放送さしていただいております。その後、気象台のデータを解

析し、あるいは国土交通省の濁川の因原の観測所に水位計がありますが、これが４メータ

ーを超えたというようなこと、あるいは災害の状況がいろいろ入ってきたということを判

断し、４時５０分には石見地域へ、そして５時１０分には瑞穂地域に避難の勧告等の放送

をさしてもらっております。羽須美地域につきましては出羽川が氾濫危険水位の注意水位

の２，６ｍを３０㎝超えた状態でございまして、えぇ、この時点で羽須美地域にも勧告を

しております。避難所の開設でございますが、１２の公民館につきましては職員で対応し

て、ま、田所につきましてはまぁ、ご存じのように瑞穂小学校でございますので、えぇ、

先生に鍵を開けていただいたんですが、それをまぁ、指示しまして、日貫公民館を皮切り

に順次開設をされたとこでございます。最終的には２４箇所の避難所が開設され、２０箇

所が避難の皆さんが集まられたというような状況でございます。２５日までのピーク時に

は２２０人もの方が避難されております。災害対策本部は、当初、夜間でもございまして、

主に町民からの電話対応等で追われていたわけでございますが、災害の状況の把握に、ま

ぁ、それで全力を挙げていたところでございますが、明るくなると同時に全員で対応する

判断をしまして第３次の体制を敷いたわけでございます。これにより、５時半でございま

すが、全職員に参集の指示を出したわけでございます。まぁ、８時時点では、職員のおよ

そ、さん、約４分の３にあたる１５７人が参集しております。で最終的には１９２名が参

集したわけでございまして、対策本部が設置されたものでございますので、通常の事務と

は違いまして、対策本部の部長を中心にその、いろいろの対応にあたってきたところでご

ざいます。その後でございますが、毎朝例会としまして、災害対策本部会議を開催し、あ

のぅ、情報の共有と懸案事項がいろいろありましたので、その方針を決めて、まぁ、計１

５回ぐらい開催してきております。でご承知のように先週１３日をもって、対策本部を廃

止しまして、島根県あるいは防災会議の委員の皆さま方にご報告すると同時に島根県が併

せて災害対策本部を廃止しております。まぁ、このことにつきましては町民の皆さまには

防災行政無線で知らせたとこでございます。以上概要でございます。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、ただ今災害発生してからの状況を説明していただきました。

えぇ、今回、昨日もテレビで、ＮＨＫテレビで放映しておりましたけれども、非常に日貫
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地区の皆さんは、あのぅ、５８災を、５８年の災害を経験していらっしゃいますし、えぇ、

この災害が起こる直前にも自主的な訓練もなさっておるということで、先ほど町長の話に

もございましたように、全く一人の犠牲も出ない、けが人も出ないというまことに素晴ら

しい対応であったと思います。と同時にやはりこの危機管理課を設置されるにあたっては

さまざまな意見もございましたけれども、やはりこうした一元的にそのぅ、災害が起きた

ときに各課別々の対応ではなくて、一元的に対応できるそして素早い対応であったという

ことは高く私は評価するものであります。で、こうした中で、ま、あのぅ、現時点でござ

いました、ございますけれども、危機管理課の中でたい、えぇ、この対応にあたられて、

えぇ、いわゆる評価できる点とそれから反省すべき点はここがあったなということがあり

ましたら、聞かせていただきたいと思います。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） まずあのぅ、現在ですね、町民の皆さま始め、防災会議の

委員の皆さまあるいは職員の皆さまからアンケート調査を公募しておりまして、その中で

まぁ、いろんな改善、気づき等集めております。で、まぁ、それを整理しつつある段階で

ございますが、まぁ、あのぅ、評価するという分につきましては先ほど議員がおっしゃっ

たように、まぁ、専属の危機管理課ができて、えぇ、日々そういう研究をしていたという

ことだというふうに思います。で、まぁ、発災のあとのことの前にですね、えぇ、こうい

うことがありましたので、５８年の災害をベースに災害対策本部のあり方についてずっと

研究をしてきて、で、まぁ、おおよそ８割方の方向性というかまとめができる段階で発災

しました。で、その段階でもですね、あのぅ、防災訓練等で実際に、あのぅ、どういう対

応をしたらいいかというようなことをやってきたわけですが、そういうものがある面、生

かされたということで、まぁ、評価はしております。ただまぁ、反省点の方が非常におお

ございまして、これについては今からまとめていきますけれども、あぁ、議員の皆さま方

からのご質問の中にもありますように、例えば避難所と、えぇ、行政との関わり、あるい

は情報の共有の仕方あるいは適時、適切な情報をどういうふうにお知らせするかっていう

ようなことが大きな課題であろうというふうに思いますし、また町長の答弁にもありまし

たように、自主防災組織の率ですが、今まぁ、３０％ぐらいです。で、この契機にですね、

ぜひそれぞれの立場であのぅ、災害に対しての、あのぅ、自助ということで考えていただ

きたいと思いますが、ま、そういう意味では反省点としては組織化が非常に遅々として進

んでなかったということでございます。いずれにしましてもこれらを総括してですね、整

理してまいりたいと思いますので、今しばらく総合的な判断というのはお待ちいただけれ

ばというふうに思います。以上でございます。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） はい、まぁ、評価できる点、あるいは反省すべき点、述べていただ

きました。またこれも１３日までに、えぇ、アンケートを、町民の皆さんにアンケートを

出して回収されてしっかりとまとめるということでございました。まぁ、私、今日質問し

たいと思いましたのは、やはりあのぅ、被災された皆さんに寄りそうということ、先ほど

町長が言われました、私、正にこのことが一番今求められているんじゃあないかと思いま

す。それから先ほどの議員さんの質問にもございましたように、２９日でございますか、

国会議員の竹下先生、あるいは青木先生、島田先生がお見えになって、その時の竹下先生

は、まぁ、単なる復旧ではなくて改良復旧ですよということを述べられました。えぇ、こ

のことも町長も先ほど言われました。なかなかそして当日、あのぅ、竹下先生も言われた
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のには、なかなかお役所の壁というのは高いんだと、だからなかなか難しいけれども一生

懸命やっていこうという気持ちで、やっていきますということでございました。さてそこ

で、あのう被災されました方の、まぁ、当日いわゆる避難所に避難をされました。で、そ

の時の避難をされた皆さんへの食事と、これはあのぅ、先ほどの質問では、えぇ、どうい

うんですか、備蓄ができる前であったということで、インスタントラーメンであるとかそ

うした物、パンでありますとか配ったということをお聞きしましたので詳しくは聞きませ

んけれども、えぇ、その時にどのように朝昼晩、何名ぐらいなこと、提供されたのかある

いはそいからボランティアの募集がございました。えぇ、そのボランティアのついてちょ

っとどのぐらい集まられて何日間やられたのか、その点についてもお尋ねしたいと思いま

す。それから、今度は心のケアというものもやはり、あのぅ、被災をされてるわけですか

ら、あのぅ、やはり被災者の皆さんはあのぅ、非常に不安を持っていらっしゃる。そうし

たときの心のケアというものは、これは保健課になると思うんですが、その対応とそれか

ら被災家屋の消毒ということが非常に重要になってくると思うんです。この暑い時期でご

ざいますので、その点についてどのような対応をされたのか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） 議長、番外 

●議長（山中康樹） 飛弾福祉課長。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） えぇ、福祉課の方から災害後の被災者への物的、人的支援につ

いてお答えをいたします。えぇ、物的支援の主なものにつきましてですが、２４日未明か

ら避難された各避難所へ緊急であったため、えぇ、翌日の昼食分までのカップ麺やパン、

おにぎり、ペットボトルのお茶を配送しております。２５日夕方から以降の昼食と夕食の

弁当、それとえぇ、翌日の朝食用のパンを２９日までそれぞれ配送をしております。期間

中弁当は約３３０食、カップ麺、お茶は各約５００個となっております。えぇ、その他避

難所へは毛布、合計で３１０枚やポリタンクによるいんしゅ、飲料水３５缶も、２０リッ

ター用ですが、３５缶も送っております。次に人的支援でございますが、災害ボランティ

アセンターを設置し家屋復旧などの支援をしております。これにつきましては地域防災計

画において、受入れ体制及び支援体制とも町が主体となり、町社会福祉協議会との協力体

制のもと実施すると規定されておりまして、被災された方々の生活の立て直しが急務であ

ることから設置をしております。経過としましては、２４日夜に社会福祉協議会に設置の

説明を行い、翌２５日の午前中に協議をし、同日午後から福祉課課員と社協職員の１２名

で５班編成で床上、床下浸水などの被害報告のありました６６世帯の被害状況とニーズ、

ニーズの把握調査を行いまして、最終的に１０世帯からボランティアの受入れ要請を受け

ております。同日２５日午後から、おおなんテレビと防災行政無線で町内の方を対象にボ

ランティア登録者の募集を行っております。で、翌２６日には島根県社会福祉協議会より

災害ボランティアコーディネーターに来町いただき準備を進めまして、２７日より活動を

開始し、９月９日の閉所まで２週間でございます。えぇ、屋内の泥かき、家財の運搬など

生活立て直しのための支援活動を行っていただきました。派遣世帯は、えぇ、最終的に１

３世帯で延べ１５７名のボランティアの方に参加をしていただいております。以上でござ

います。 

●日高保健課長（日高誠） 議長、番外 

●議長（山中康樹） 日高保健福祉課長。 

●日高保健課長（日高誠） 被災者への精神的ケアの、心のケアについてですが、保健課では

保健師を中心にですね、えぇ、３班９名で保健班を編成いたしまして、２４日の午前中か

ら、避難所を訪問して避難されている方の健康調査を実施いたしております。えぇ、昨日
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前のところで、避難所の訪問でありますとか、町民課が実施しました巡回相談に、あのぅ、

保健師も行っておりますので、その時。それから、消毒の時の戸別訪問等で健康チェック

をした方がですね、延べ３２７名の方と、の健康チェックをさしていただいております。

このうちですね、健康問題等で引き続き支援が必要と判断した要フォローの方がですね、

延べ１５名ございました。えぇ、ですが、何回か、あのぅ、訪問してお話をしまして、現

在のところ１名まで減ってきております。要フォローの方は、今のとこ１名でございます。

それから消毒についてでございますが、これはあのぅ、ききか、本部の方に入りました、

床下、床上浸水の情報プラス土砂の、今回土砂の流入が結構ありますので、土砂が入った

家を中心に調査をして歩いとりまして、再訪問も含んどりますが、昨日までのところで延

べ２０３軒調査をして歩かしていただきました。それで消毒剤を配布いたしましたのは３

２こ、２世帯。それから保健課が消毒いたしましたのは５２世帯、から個人で対応すると

言われたのが１６世帯、で実はまだ、まだあのぅ、連絡待ちという土砂をとって、乾いて

ないからということで全然連絡ないこと、あぁ、あのぅ、留守の方がありましたそれが１

８軒、１８世帯残っとるような状況でして、現在の所そういう状況の消毒防疫隊、防疫班

はそういう状況でございます。以上です。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、ほんとにあのぅ、素早い対応でもう２４日の午前中から対応

していただいたということでございます。またあのぅ、一緒に聞けば良かったんですけれ

ども、町民課の方でも相談窓口を設置されたと、そして、えぇ、日貫地区には巡回で行か

れたということでございますが、えぇ、どのぐらいなあれがあったんでしょうか。あのぅ、

相談件数とかお聞かせいただければと思います。 

●服部町民課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 服部町民課長。 

●服部町民課長（服部導士） 被災者の相談窓口ですけれども、えぇ、８月２６日に町民課内

と、それと各支所窓口に被災者生活支援相談室を設けております。業務といたしましては、

り災証明に関すること、あと各支援金などに関すること、貸付金のご紹介や斡旋、その他

被災されてお困りになっておられることなどのご相談などでございます。相談件数ですけ

れども、町民課の方で受けましたのが７件、えぇ、それと瑞穂支所が１件、羽須美支所は

ございませんでした。相談の内容は、り災証明や支援金、災害復旧に関することでござい

ました。また、２７日には、最も被害が大きくて、道路も危険な状態にありました日貫地

区を対象といたしました巡回相談窓口を日貫公民館、福原自治会館、山の内自治会館に設

置いたしました。えぇ、当日は、町民課２名、福祉課１名、保健師１名で相談を受けてお

ります。受けました相談件数は１７件でございました。えぇ、相談内容はり災に関するこ

と、ご自宅の土砂撤去の要望、災害箇所の確認要望が大半でしたが、会場ではお話しを伺

いまして、各種手続きをお知らせいたしました。その他、えぇ、保健師の健康チェックな

ども行っておりましたので、災害時における極度の緊張感も和らいでこられたのか、ある

いは困惑されていたことも整理ができ始めたのか、そうしたことで安心されたようで、こ

れまで訴えられず、抱えこまれていたことをお話しになるケースもございました。以上で

ございます。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、ただ今町民課としての対応の、を話していただきました。ま

ぁ、こうした中で、えぇ、やはり町長が言われたように被災者の皆さんが一番あのぅ、し



 

36 
 

ん、不安に感じていらっしゃるところですから、それに寄りそうようにそし、今から、あ

のぅ、援護、援護関係も出てくると思いますが、どうかこの被災者の立場に立って対応し

てあげていただきたいと思います。それとですね、あのぅ、今回まぁ、あのぅ、ボランテ

ィアを派遣されたわけでありますが、実はボランティアも急に、２７日の日でございまし

たか、えぇ、地区社協の方へ、まぁ、無線で放送されて、地区社協の方へボランティアを

派遣して欲しいという依頼が、えぇ、地区社協の方にまいりました。そしてそれが明日ま

でに出して欲しい、いうような依頼でございました。なかなかその皆さんも仕事をしてお

られて集まるというのも難しかったんですが、まぁ、何人かの方に集まっていただいたよ

うなところでございます。このことについて社協にもちゃんとボランティアセンターとい

うのがあります。これはあのぅ、若干ニュアンスの違うボランティアセンターかも知れま

せんが、やはり日頃からこうしたものは登録をする、いう形はとれないものか、例えば災

害が起きた時にはこういう仕事ができますというのを登録しておいて、やれば、あのぅ、

いざという時に早い対応ができるんじゃあないかというふうに考えるもんでございます。

それからもう一つ、えぇ、このたび、昨年でございましたか、２０１１年でございました

か、ええと、安芸高田市、それから三次市、それから北広島市、あ、北広島町、この３町

村といわゆる災害時相互応援に関する協定に調印をしておりますが、この３市町村からど

ういうあれがあったんでしょうか。その点ございましたら、その点はお聞かせいただきた

いと思います。えぇ、特にその２点についてお伺いしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、お尋ねのあのぅ、他の市町村との連携、えぇ、災害が起こっ

た翌日には早速にも三次市長増田さんからですね、とにかく何でもするから言うてくれと

いうような、直々の電話をいただきました。また同日に安芸高田の浜田市長からも同様の

電話をいただいた。ほんとに心強かったと思います。えぇ、北広島からはまぁ、ないんで

すけれども、ま、これは良いとして、あと県内は全部全て災害協定をやってるわけであり

ますから、特に川本からもですね、隣接の町として町長もですね、ぜひいろんな形で応援

したい、特にボランティアについては何でも言うてくれというようなご支援もあったわけ

であります。あるいは消防団、実は川本からも応援をいただいているという状況はござい

ます。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） 番外 

●議長（山中康樹） 飛弾福祉課長。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） ボランティアの、あのぅ、登録、事前登録という、あのぅ、ご

提案言いますか、ご指摘ですが、えぇ、災害が発生してボランティアの要員を募集してい

ては、あのぅ、一刻も急がれる生活の立て直しに支障が確かにあると思います。で、邑南

町、えぇ、く、社会福祉協議会には今子育て支援ですとか、あの地域支援そいから、えぇ、

高齢者、障がい者支援ということで、えぇ、３０団体、えぇ、個人ボランティアでは６０

名程度登録はされておりますけれども、えぇ、これと同様にですね、えぇ、事前に登録を

しておくということは、たいへんまぁ、有効なことだろうと思いますので、えぇ、ま、今

後課内で、えぇ、機能するかどうかとか、あのぅ、前向きに検討をしていきたいと思いま

す。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） あのぅ、登録をするだけですと、まぁ、いわゆる保険に加入しなく

ても大丈夫だろうと思うんですよ。そのことが起こった、起こってから保険に加入すれば
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いいことであって、ですから定時登録というものをきちっとしておくのもこれも一つの方

法じゃあないかと思います。えぇ、これがのう、あのぅ、まぁ、えぇ、気象庁が定義づけ

てるこの災害、異常気象というのは、まぁ、だいたい３０年に一度あるかないかの高温そ

れから低温、それから多雨、まぁ、雨が多い、あるいは少雨、雨が降らない、乾燥、これ

が３０年に一度起きるか起きないかを一つ、であのぅ、異常気象とて、して、定義づけと

るそうでございます。ちょうど５８災から考えてみますと、ちょうど今年３０年、まぁ、

起こったわけですが、この異常気象というのが、３０年に一度どころじゃなくて、世界的

にみると月１０件平均おこっとるんですね。今年だけでもやはり台風１８号でやはり激甚

災の、指定を受けるいうぐらいな被害が出ておりますし、えぇ、竜巻の被害もずいぶん出

ておりますし、こうしたことが３０年に一度じゃなくてほんとに毎年繰り返されるんじゃ

あないかというようなことでございます。是非ともそのボランティアセンターに登録制を

お願いしたいと、まぁ、課長の答弁では非常に前向きな答弁をいただきました。それから

もう１点、最後に町長にお伺いしたいと思うんですが、いわゆる改良復旧について、まぁ、

県に対しても話をしていくということでございました。町長も県の町村会長として、えぇ、

この津和野町でもそうした災害、大きな災害に見舞われたわけであります。一つ町長が音

頭をとっていただいて国に対しても、やはり竹下先生もそういうふうにおっしゃっておる

んですから、一つ、町長が町村会長として、県あるいは国に対しても、強力に要望してい

ただけることはできないかどうか、その点についてお伺いしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） そのご質問ですけども、すでにお答えしておりまして、７番議員さ

んのところで、あのぅ、そういう立場で県や国に対して強力に要請をしていくと、要望し

ていくというふうにお答えしとります。よろしくお願いします。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） では国に対して強力に推し進めていただきたいと思います。えぇ、

続きまして、えぇ、２番目の、時間がまいりましたので、だいぶん時間がまいりましたの

で、２点目の質問に入らせていただきます。えぇ、６回目の全国学力テストの県別試験結

果の公表がございました。えぇ、この点について、えぇ、テスト結果が発表されたわけで

ございますが、まぁ、島根県の評価、平均はたいへん低いものがございました。そしてこ

の結果、公表についてはまぁ、県別のは出とるわけですから、町村別の結果についての教

育委員会の所見をどのようにされるのか伺いたいと思います。 

●土居教育長（土居達也） 番外 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） えぇ、お答えをする前に邑南町の子ども達の学習状況や学力につ

いて関心を寄せていただいた事に対しまして、感謝を申しあげます。えぇ、結果は８月の

末日に公表と言いますか、データも、えぇ、邑南町あるいは学校に８月の末日に来ており

ますので、まだ分析を始めたばかりでございます。またえぇ、教育委員会も開いておりま

せんので、委員さん方にもその結果なるものを報告もしておらないような状況でのお答え

になると思いますので、えぇ、ご容赦をいただきたいと思います。えぇ、まぁ、あのぅ、

分析をした上で、えぇ、必要であれば目的をはっきりをさせた上で、適切な形式というの

はどういうものかというようなことを踏まえて検討をしたいというふうに思っておりま

す。ただあのぅ、文科省の調査結果の活用、まぁ、実施要項のところでは、えぇ、各教育

委員会、学校等においては多面的な分析を行い、えぇ、自らの教育および教育施策の成果
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と課題を把握検証し、保護者や地域住民の理解と協力の下に適切に連携をはかりながら、

教育及び教育施策の改善に取り組むことというふうに、まぁ、結果の、を最大限活用しな

さいということが示されております。で、その中にありますように、自らの教育というふ

うに掲げてあります。邑南町では昨年、一昨年かけて子ども達をどのように育てるかとい

うことを審議をいただき、昨年度まとめ、えぇ、これからの邑南町を担ってくれる子ども

達にこういう力をつけたいんだということを、３点示しました。まぁ、そういったことを

ふまえながら、えぇ、公表が必要なのかどうかいうのを検討すべきだというふうに思って

おります。えぇ、説明責任も問われておりますけども、もう一方で公表によって、序列化

や過度な競争主義に陥ることが、えぇ、邑南町の教育を進める上でほんとに必要なことな

のか、あるいはそういったことが最終的に子ども達にとって弊害のあるようなことがない

ように慎重に検討したいというふうに思っておりますんでご理解いただきたいというふ

うに思っております。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） あのぅ、まぁ、慎重に検討していきたいということであります。え

えと、私はあのぅ、ちょうどこれは２００８年の９月議会でも質問をさせていただきまし

た。えぇ、これは第２回目の、ぜん、全員が受けられた分でございますが、２００８年だ

ったと思います。９月議会でやっとりますが、えぇ、町村別の学力結果の公表については

どのようにお考えですかという質問をしております。それから、えぇ、また４月にあのぅ、

今年の４月にもですが、島根県の学力テストというのもございました。で、この点に、前

回もこの点についての公表はどうかいうことも質問をさせていただいたと思うんですが、

まぁ、当時の教育長さんは学校からの課題、委員会としての分析を行い、学校とも連携し、

公開も含め慎重に検討したいという答弁でありました。まぁ、その、そして私はあのぅ、

町長にも質問をいたしました。町長に対して考えはいかがかと、公表に対する、町村別の

ですね、あのぅ、学校別ではございません。その時に、石橋町長は公開の判断は教育委員

会にあると、ただ、個人的には、えぇ、公開して、えぇ、家庭、地域で取り組む必要があ

ると思うという答弁をいただきました。そして、えぇ、学力の向上を図ることは高校再編

の問題にも関係するという答弁をいただいたところであります。で、えぇ、県の分につき

ましては、まぁ、その学校別いうことではなくて、えぇ、まぁ、どのような状況なのかと

いうことをお尋ねしたと思うんですけれどもその時の答弁で、えぇ、当時の学校教育課長

さんはですね、えぇ、しま、これは島根県のあれでございます。あぁ、国の分は、文科省

の分は公表はあのぅ、教育長の方から、えぇ、答弁は慎重にやりたいということが出まし

たので、えぇ、県の分につきましてはですね、国語と算数、数学について、えぇ、全学年

平均で小中学生とも県平均を下回っとるという回答でございました。そして、えぇ、まぁ、

その学力を向上させる、ちょうどあのぅ、笑顔、こども笑顔サポート事業というのを取り

入れられておりましたので、えぇ、その成果について問い合わせましたところ、個々に対

応した指導等を通じ、意欲や関心を高め基礎学力のていじょう、えぇ、定着と向上が図ら

れているという答弁でありました。そしてあのぅ、郡内について、郡内の状況でどうなの

かということを問い合わせましたところ、この邑南町の成績についていうと郡内では劣る

科目が多い、中学生は健闘しとるいう答弁でありました。で、今回の島根県の学力テスト、

これは実はホームページで公表されとるそうであります。国は公表しないけれども、県は

公表しとるわけですね。で、その点あのぅ、公表について言いますと、あのぅ、大阪市、

橋下市長さんでございますが、これ条例改正をして、あのぅ、やっておられますね。公表

するようにということで、市の教育委員会の方へ申し出をされておる。で、市の教育委員
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会としては序列化を招くということで、非常に慎重だったんですが、えぇ、教育関係者だ

けで、えぇ、情報を独占すべきではないということで、えぇ、あっ、そうじゃなくてです

ね、最終的には校長に、えぇ、結果をホームページで公表させるという方針を教育委員会

の方で決められたそうであります。そして、まぁ、これは最終的に判断するのは校長判断

だというようなことで、あのぅ、なっておるそうでございますが、佐賀県についていうと

武雄市と言うんですか、ここでは、あのぅ、一昨年は民主党政権の時には抽出の学力テス

トでございましたので、それを県の費用で全校受けさして、そして公表をされたというこ

とが新聞報道で、ここへ出ております。で、えぇ、まぁ、こうした動きも出とるわけであ

りますので、確かにあのぅ、子ども達のために、その公表が良いことか悪いことかという

ことを言われますと、まぁ、難しい面もございますが、えぇ、やはり基礎学力の向上とい

う意味では、あのぅ、必要なことじゃあないだろうかという気がしております。で、私も

ホームページ、けん、あのぅ、県の教育委員会のホームページは見ておりませんが、教育

委員会さんの方では恐らく、見ておられると思うんですが、いわゆる県平均より上なのか

下なのか、そこら辺は言うわけにいきませんか。ちょっとお尋ねしたいと思います。そり

ゃ、ぜん、あのぅ、きゅ、科目がありますので、あれですけれども、平均としてどうなの

か、この点にゃ、公表はできませんか。 

●土居教育長（土居達也） 番外 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） あのぅ、県の学力状況調査の分については、あのぅ、おっしゃる

とおりにホームページで掲載されていますので、ご覧になろうと思えば、見れます。えぇ、

それ公表する、あのぅ、とかどうかいうよりは、あのぅ、状況がどうかということですけ

ども、えぇ、ほんとにあのぅ、千差万別と言いましょうか、あのぅ、学校やクラスによっ

て、あるいは教科によって様々ですので、一概にどうこうというふうには、あのぅ、言え

ないような状況だというふうに思っております。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、またあのぅ、いわゆる国の学力テストの方にもどりますけれ

ども、あのぅ、今回のテストはいわゆる基礎的な問題とそれから応用する、応用的な問題

と出ております。その他に経済、えぇ、学力とけい、家庭の経済の、と、学力がどう関係

するのかいうちゅうじ、あのぅ、はん、あのぅ、調査もあったに伺っております。これは

いわゆる抽出方式となっておりましたけれども、この抽出方式というのは文科省の方で、

えぇ、抽出してやられたのか、あるいは教育委員会の方で何名という、なん、何戸という

家庭を調査して出されたのか、その点についてはいかがでしょうか。それからあのぅ、試

験結果でですね、これはまぁ、あの、これは新聞報道されましたので、まぁ、ご承知だろ

うと思うんですが、国語Ａについて言いますと、島根県は４４位です。それから国語Ｂい

わゆる応用的な問題の分でいきますと、４２位、それから算数のＡ、算数の基礎的な分で

いきますと４６位、それから算数のＢで行きますと４０位。で、中国５県を比較しても下

なんですね。一番最下位でございます。で、中学生は意外に健闘しとるんですけども、小

学生は中国５県では最下位となってます。で、一つ救いは全国の平均と一番最下位の県と

比較すると５ポイントしか差が無かったということが、ま、せめてもの救いですから、例

えば平均の学校とそれから４０数位であっても、得点差はそんなにないかも知れません

が、やはりこうしてあのぅ、順位まできちっと出されますとね、やっぱりこうも少し基礎

学力をつけさしてあげたいな。高校を出てから上の学校へ進学されます。今矢上高校から

何名の進学者があるか分かりませんけれども、やはり同じ土俵で闘っていかなければなら
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ないんです。試験はですね、ですから、やはりこのぅ、学力、基礎学力をつけさせるとい

うことはこれは順位を云々ではなくて必要な手立てだと思うんです。その点について教育

委員会の方ではどのようなあのぅ、ほう、方策というか、お持ちか、その点をお聞かせい

ただきたいと思います。 

●土居教育長（土居達也） 番外 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） えぇ、まぁ、二つご質問がありました。１点目の保護者へのアン

ケート調査についてはこれは文科省の方から、えぇ、指名をしてきましたので、えぇ、学

校に問い合わせて、えぇ、それを受けるかどうかで判断をしていた、もちろんアンケート

も保護者に配られても、えぇ、必ず回答しなければならないということではなくて、えぇ、

答えたくなければそのまんまをお返しくださいというふうになって、えぇ、おりました。

から二つ目の、あのぅ、質問ですけども、基礎学力の重要性というのは、これは間違いな

く、えぇ、大事だというふうに思っております。で、ただ、あのぅ、おっしゃるように、

子ども達、今の大学入試制度については、センター試験でほんとうに生きて働く学力とい

うのを問うような、あのぅ、形ではありません。残念ながらそうだなあというふうに思い

ます。えぇ、それを突破するためには、えぇ、子ども達に必要な基礎学力と言いますか、

突破する学力はほんとに必要だと思います。ただ、それだけを本当に求めて良いのかとい

う必要、あのぅ、考え方もしなきゃならないというふうに教育委員会は思っております。

えぇ、これから生きていく子ども達に必要な本当の学力は、えぇ、いろんな考えの違う人

と自由に意見を交換しながら、えぇ、これまで蓄積してきた知識だけじゃなくて、必要な

情報を集めて、そして分析をして、立場の人、違う人とも意見交換をしながら、よりよい

考え方を見つけて、それを解決の糧にしていくような力が私たちにも求められていき、い

ますし、えぇ、子ども達が生きていく社会、とりわけ邑南町で暮らしていく子ども達にと

っては、基礎学力と同時にそういった力こそ求められる学力だというふうに教育委員会は

思っております。えぇ、それに基礎学力が、あのぅ、必要だというふうにも思っておりま

すので、えぇ、同時にそういった学力をつけるために、３年前から学び合いの授業を進め

たり、あるいは数学で言いますと、論理的なものの考え方の、あのぅ、教員の研修である

とか、えぇ、国語力を育てるために、特に説明的な文書の読み取りの講座であるとか、え

ぇ、学校図書館司書を全部に配置をしております、調べ学習への力を入れたり、そういっ

たことを総合的に教育委員会では推進をしておりますので、えぇ、そういったことをます

ます充実させていきたいというふうに思っておるところでございます。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、確かにあのぅ、テストのための学力ではなくて、様々な点で

必要だということは私も理解はいたします。こうした中で、えぇ、ま、いわゆる学校週五

日制、これが完全に実施されてきたわけでありますが、まぁ、ゆとり教育というのもござ

いました。で、そうした中で今問題となっておりますのは土曜日の空いた時間をどうする

か、このことが今問われていると思うんですね。で、まぁ、私たちはちょうど教育民生常

任委員会、７月でございましたが、まぁ、教育委員の皆さんは行かれたと思いますが、私

たちもいわゆる、豊後高田市の方へ出かけてまいりました。そこで、学ばしていただいた

こと、これはあのぅ、たいへん私どもにとっては参考になるところでございました。えぇ、

今土曜日の、土曜授業に関する検討チームというのが政府の方で、えぇ、決められとるそ

うでございます。あのぅ、座長さんは義家さんというんですか、北海道のあのぅ、不登校

の児童とかいろいろな問題あった児童を集めてやっていらっしゃる学校、その卒業生だそ
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うでございますが、それが中心となってやっていらっしゃいます。で、これまで以上、そ

の中間まとめでは子ども達の健やかな成長のためにはこれまで以上に土曜日の教育環境

を豊かにする必要があり、学校、家庭、地域の３者が連携した役割分担をしながら、学校

における授業、地域のおける多様な学習や体験活動の機会を、機会の充実などにより、取

り組む必要がありますという中間報告が出されとるそうであります。で、まぁ、そこで勉

強さしていただきましたのは、いわゆる学びの２１世紀塾という取り組みでありました。

えぇ、教育長さんは委員長さんと同じ河野教育長さんではなかったかと思いますが、えぇ、

あのぅ、その中で三つの知育、徳育、体育という人間の成長のために必要だと言われてお

りますが、その中でいきいき土曜日授業、それか、あぁ、これが知育ですね、それから徳

育としてはわくわく体験活動授業、それから体育としてののびのび放課後活動授業という

形で、えぇ、市民の皆さんあるいは学校の先生ＯＢが、あのぅ、ボランティアで子ども達

に土曜日のじぎょう、時間を利用して教えておられます。そしてそれは勉強だけではなく

て、やはり地域の伝統的なもの、それから今度いわゆる部活動と言いますか、あぁ、全て

をこうボランティアでやっておる。で、地方の子どもは都会のように、あのぅ、きょ、と、

教育の差があってはならないというのが市長さんの基本的な考え方だそうでございます

ので、地方も都会も等しく教育を受けさしてあげたいというのが市長の願いということで

こういう取り組みをしていらっしゃいました。えぇ、あのぅ、ですから私もこのことにつ

いてはたいへん必要だと考えておりますし、来年度からは土曜、規制を緩和をして、土曜

日をどのように有意義に使えるかということを検討しとるんだということを下村もん、文

科大臣があのぅ、述べておられます。えぇ、こうした土曜日等々についてこうした授業、

あるいは地域の、地域と連携した、まぁ、学び合いというんですか、学びの授業、こうし

たものを取り入れる気持ちはございませんでしょうか。その点について全くこのぅ、豊後

高田市と同じ事をしなさいというわけではございませんが、なにか土曜日を利用した、そ

うしたことはできないのか、この点について、もし、お考えでございましたら、聞かせて

いただきたいと思います。 

●土居教育長（土居達也） 番外 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） えぇ、土曜日のまぁ、過ごし方の実態からまぁ、お話をしたいと

思いますけど、これはあのぅ、全国学力テスト等の６年生と中学校３年生の実態をまぁ、

調査をしたものですけども、邑南町の子ども達の、まぁ、土曜の過ごし方は、えぇ、中学

生のほとんどの子ども達が、えぇ、午前午後にわたって、部活動が中心です。で、中学生

午後になりますと、テレビあるいはビデオあるいは家族と過ごす、まぁ、そういった状況

です。まぁ、小学生についてはあのぅ、午前午後あまり変わりませんけども、習い事やス

ポーツ、地域活動が１番、２番目にテレビやビデオ、から勉強読書、あるいは家族と過ご

すと、まぁ、そういったようなまぁ、子ども達の実態でございます。で、邑南町では、え

ぇ、ま、地域学校をやっていこうということで、えぇ、既に日貫、阿須那、市木で地域学

校は開設をされました。えぇ、地域学校の中身につきましては、えぇ、ま、あのぅ、町政

座談会でもずっとお話をしてきておりますけども、地域をあげて子ども達を育てる、そう

いう教育風土を育てていこうということで、えぇ、伝統文化であるとか、あるいは生産体

験活動であるとか、あるいは自然体験であるとか、そういった、えぇ、学校ではなかなか、

あのぅ、できないような地域の人による、そういう指導というんですか、協働でできるよ

うなことを、に取り組くんでほしいということでお願いをしてまいっております。えぇ、

これからそういった、あのぅ、プログラムについて、えぇ、深められて学校とも連携をし

ながらそうしたことが進んでいくというふうに思っております。で、ご質問の土曜授業と
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いう考え方ですけども、あのぅ、いわゆる教科書を使った、えぇ、授業が望ましいのかど

うかということについては教育委員会で今後検討していくべきだというふうに思います

けども、邑南町の子ども達、これからを担ってくる、くれる子ども達にとって大切なのは

何かという、同じまぁ、仮に算数をやるにしても、教科書を使うようなものではなくて、

もっと学校で学んだことを数学的に考えれるような場を地域が、あのぅ、提供できるよう

な、そういった場も考えていくことはできるんじゃあないかなあというふうに思っており

ます。えぇ、邑南町の教育委員会も豊後高田市に視察に行かしていただきました。えぇ、

そこから学んだことで、今、えぇ、はなまる算数教室を進めております。えぇ、月１回で

すけども、３地域に子ども達を集めて、地域の皆さん方による、えぇ、算数の指導を行っ

ております。もちろん指導者の方には、えぇ、島大の先生に研修をした、いただいたのを

１年間の成果を踏まえて、えぇ、多くの方にボランティアで参加をしていただいておりま

すので、まぁ、そういったこともあのぅ、一方では進めていく必要があるのかなあという

ふうには思っております。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、まぁ、あの地域学校という形で、まぁ、今取り組んでいると

いうお話でございました。またこれから土曜日の規制緩和ということがありましたら、あ

のぅ、また、具体的になりましたときには、またそれぞれのカリキュラムというか、その

いろいろなこういうことをしたいとか、えぇ、とにかく取り組んで、子ども達のためにな

るように取り組んでいただきたいと思います。えぇ、時間があまりなくなりましたので、

まだまだこのことについては質問をしたいと思いますが、また次の機会にゆずるといたし

まして、えぇ、どうかあのぅ、邑南町の子ども達が健やかに育ってくれるように望んでこ

の質問は終わらしていただきます。それで最後になりますけれども、ええと、地場産業の

振興策についてということで質問をさしていただきます。まぁ、時間があんまりありませ

んので簡単に申しあげさしていただきます。えぇ、本町の歴史的な地場産業として、酒造

産業が挙げられます。えぇ、町内３社がありますが、町内産の米を使用し、えぇ、製造が

行われており、酒米づくりの農家の所得向上にも貢献しておると考えられます。えぇ、町

として振興策に対する考え方を質問したいと思うんですが、これはあのぅ、以前ちょうど

合併した年でしょうか、ええと２００５年７月、あぁ、６月の議会で辰田議員の質問がご

ざいました。えぇ、町内３社、この１万人の人口規模の中で、えぇ、これだけの３社とい

うさかさ、酒屋さんがある。この振興についてもっとやっていくべきではないかという質

問があったところでございます。当時の観光振興推進課長が様々な取り組みついて述べて

いらっしゃいますけれども、それま、えぇ、今日までの取り組みついて、もしあり、ござ

いましたら、えぇ、教えていただきたいと思います。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、議員、えぇ、紹介のように旧町村単位にそれぞれ酒蔵

がありまして、三つの酒造会社が意欲的に酒造りに取り組んでおられます。まぁ、ただ全

国的には、日本酒の消費量というのは年々減少しておりまして、非常にきびしい状況が続

いているということが言えると思います。まぁ、そんな中、商工観光課としてもやはりそ

れぞれ個性豊かな三つの酒蔵については、例えば酒造りの見学ツアーを実施したりとか、

えぇ、イベントへの出展などを通してとか、えぇ、あらゆる機会を通して積極的にＰＲに

努めておるところでございます。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 
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●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、時間が無くなりましたので、えぇ、結論だけ申しあげます。

えぇ、この間の新聞にも出ておりましたが、えぇ、三次市の方で、三次の酒で乾杯する条

例というのを作られたということが新聞報道されました。それから佐賀県でも日本酒で乾

杯と、鹿児島県の串木野市議会ではいわゆる焼酎で乾杯という条例が上程されとるそうで

あります。ほいで全国で京都市など東広島市もそうでございますが、京都市も、京都市を

含め全国で８市町村条例が出されておるそうであります。えぇ、この邑南町でも是非とも

こうした日本酒で乾杯というような条例ができないものかどうか、えぇ、この点について

お伺いをしたいと思います。 

●日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、石橋議員さんご紹介のように日本酒の普及の促進に関

する条例ということに関しましては、えぇ、全国でもわずかな自治体が制定をされている

ということを聞いております。えぇ、それから島根県ではまだ制定しておられる自治体は

ないというふうにも聞いております。えぇ、地元の酒造会社、酒蔵の振興ということにつ

いて考えますと、ご提案の条例化ということは一つの方法として研究していく必要がある

んではないかという気はいたしております。 

●石橋議員（石橋純二） 議長。 

●議長（山中康樹） 石橋議員。 

●石橋議員（石橋純二） えぇ、時間でございますので、えぇ、まぁ、一つこの条例について

は、えぇ、出して、提出していただきますと、こりゃ島根県で最初の条例となりますので、

ぜひ、あのぅ、前向きに検討していただきたいと思います。是非とも実現できるようにお

願いをするところであります。えぇ、たいへんあのぅ、回りくどくなりましたけれども以

上で私の質問は終わらしていただきます。 

●議長（山中康樹） 以上で石橋議員の一般質問は終了といたします。ここで休憩に入らせて

いただきます。再開は午後３時２０分とさせていただきます。 

―― 午後 ２時  ５分 休憩 ―― 

―― 午後 ３時２０分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第５号宮田議員登壇をお願いい

たします。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） えぇ、６番宮田博でございます。えぇ、今回会期前に激甚災害があり

まして、たいへん混乱の最中でしたので、えぇ、質問をすべきかとも迷いましたが、ま、

いろいろと町民の皆さまから災害発生時の不安であるとか、あるいは復旧に対する多くの

不安の声やご意見をいただいておりますので、えぇ、質問の機会をいただきました。えぇ、

始めに今回の災害で不幸にもお亡くなりになられました方のご冥福と併せまして被害を

受けられました皆さまに心からお見舞いを申し上げます。えぇ、私は平成２５年８月２４

日豪雨災害の被害状況と対応についてということで質問をする予定でございましたが、え

ぇ、これまでかなり重複した質問が出ております。えぇ、原稿の方の修正もなかなかたい

へんでございましたが、あのぅ、私の方で重複しないようにお話、あのぅ、質問してまい

りたいと思います。えぇ、昭和５８年以来のいわゆる３０年ぶりの大水害により、まぁ、

先ほども申しあげましたが、お一人の尊い人命を失い、そして家屋、農地、農産物、道路、

河川、林道等に甚大な被害を受ける結果となりました。えぇ、当町はかねてより危機管理
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課を設置し、防災に対する取り組みを積極的に進めておりました。えぇ、先の町長の中間

報告そして本日のコメントでも今回最も被害の大きかった日貫地区、えぇ、７月に総合防

災訓練をされたということですが、まぁ、これも役に立ったのではないかとの評価でござ

いました。えぇ、私事を申して恐縮でございますが、私の地元、断魚自治会というところ

でございますが、まぁ、今日、先に質問されました方が、えぇ、防災士の居場所がないと

いうようなお話もございましたが、実は今年の４月に規定を改定いたしまして、防災部と

いう部を設立しております。で、幸いにも防災士が２名おいでいただいておりますので、

まぁ、しっかりと働いてもらわにゃいかんということで、部を立ち上げました。えぇ、そ

してこれまでも何度か防災訓練を行っておりました。が、今回のように本当に未明に、え

ぇ、急なあの雨によって、えぇ、そういった実際、本番と言いますか、なったときにはほ

んとにあのぅ、訓練通りにかなった、いかなかったことが多々ございました。えぇ、しか

し、何回かこう訓練をしていたということで、えぇ、激甚を受けた被害、あぁ、日貫地区

そして私どものごしゅう、あぁ、自治会が５集落ですが、その内の４集落、まぁ、一時的

なところもありましたが、４集落が孤立するというようなこともありましたが、まぁ、一

人の犠牲者あるいはけが人もなかったということにもそういった訓練をしとったことが

つながったのではないかなというふうに理解をしております。で、質問の趣旨でございま

すが、いわゆる災害発生時の対応状況の、まぁ、適、否と、えぇ、先ほど石橋議員からは

素晴らしい対応であったという評価をされましたので、否ということはたぶんないんじゃ

あないかと思うぐらいでございましたが、まぁ、いわゆる反省点等でもありましたら、回

答していただきたい。そして現時点における被害状況と、あのぅ、復興計画について質問

をしてまいりたいと思います。まずあのぅ、警報の発令体制というところでお話をしよう

かなと思ってたんですが、あのぅ、まぁ、先ほどの回答で、質問の回答がありましたので、

えぇ、ある程度省略をさしていただきますが、一つあのぅ、私思いますのに邑南町に、あ

のぅ、災害対策本部条例そしてもう一つは災害対策本部規程という規程がございます。で、

この第２条にですね、えぇ、町内に気象業務法に基づく気象、地震、洪水、その他の警報

が発令、警報が発令された場合において、町長が必要と認める時と。それともう一つは同

じようにその法に基づいて、えぇ、その他の注意報が発令した場合、この２点にあるんで

すが、まぁ、今回はどちらを選択と言いますか、どういう判断でこのさい、えぇ、立ち上

げた警報の発令０時２１分から、えぇ、第１体制を３時にとられたという流れに至ったん

でしょうか。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、警報の発令の根拠のことでございます。まぁ、おっ

しゃるようにあのぅ、気象情報、あのぅ、業務ひょうに基づいてやるわけでございますが、

あのぅ、まずあのぅ、邑南町には０時２１分にそういうものが発令されております。その

後ですね、あのぅ、時間は経過して３時前ぐらいから石見地域を中心に災害の状況はまぁ、

入り始めたところでございます。そういうような状況の中に、えぇ、皆さまにお知らせを

するということの判断に至りましてやっとります。まぁ、ベースはですね、邑南町の場合

は、注意報の場合は、まぁ、あのぅ、災害が起こるであろう、あるいは準備をしなければ

ならないというような予備的なものでございますが、あのぅ、警報が出ますとですね、え

ぇ、格段に災害の発生率が高くなります。そういうことであのぅ、ご指摘の内容につきま

しては警報を基に判断したということでございます。以上です。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 
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●宮田議員（宮田博） あのぅ、理解できないことはないんですが、まぁ、なぜこういったあ

のぅ、質問をしたかと言いますと、まぁ、あのぅ、先ほどから断魚、断魚と言ってますが、

いわゆるあのぅ、避難開始の、まぁ、私どもはタイミングをですね、４時半にはもう自治

会に照明全部つけていつでも受け入れができるようにしたんですが、あのぅ、５時頃には

ですね、国道がもう冠水してしまって、で、今の孤立集落からは、なかなか来れないと、

それでも何度か無理をしてまぁ、あのぅ、国道を通って、あのぅ、断魚班というところは

来られました。で、あと、夜が明けたら、あのぅ、写真にも出とりますように国道が陥没

しとったと、で、偶然にも山側ばっかりこうはしっとったから大事にいたらなかったと、

で、申しあげたいのは、まぁ、今回の場合は、えぇ、前日から職員もたいし、あぁ、緊急

態勢をとるようにというような態勢だったということですが、まぁ、願わくばですね、そ

ういったあのぅ、住民の皆さんに危機管理意識をさらにこう醸成していただくということ

で、も含めて、えぇ、もう少し早い段階でこの態勢あるいは避難勧告あるいは緊急避難情

報的なものが流せないだろうかなというところでございます。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 正にあのぅ、議員ご指摘のことでございますが、あのぅ、

やはり我々が一番躊躇しますのは、このたびのような夜間でのほうどうでございます。そ

うしますと、やはり皆さん方にとりましてはどういう事案が起こってるかということで、

外へ出られる可能性も高くございます。そして、ご指摘のように２６１がああして陥没し

たとこを通って避難するということで、事故に発生すること、非常に高くなってくること

でございます。そういう意味で明るい時期にですね、そういうものが発令できないかとい

ことでいろいろ議論をしていたところでございます。実際にあの発災後もですね、町長と

明るい時期になんとかできないだろうかということで、２４日はかなわなかったわけでご

ざいますが、その後段ではですね、えぇ、しき、消防の指揮車を走らせまして、えぇ、と

にかく夕方までになんとか避難をしてくださいいう呼びかけをしております。で、議員の

ご指摘の内容につきましては今後一番大きな課題だろうというふうに思ってます。それと

もう一つは今日の新聞をちょっと見たわけですが、まぁ、議員も見ていらっしゃると思う

んですが、気象庁はですね、あのぅ、注意報とかあるいは警報の発令を段階的に示してい

こうという決断をどうもされています。で、５段階で示していくということで、今のあの

ぅ、注意報から警報に変わる、その分岐がですね、非常に分かりにくい。で、注意報段階

で果たしてそのぅ、町民の皆さんのお知らせした方がいいかどうかで、非常に根拠は薄い

んですね。そういう意味ではまぁ、このたびの気象庁の判断というのは非常に的確だろう

というふうに思いますし、またもう一つはですね、えぇ、避難勧告等を出す場合の基準を

設けているんですが、これが地域の実態、あるいは河川の実態、あるいは土砂災害のレベ

ルの実態と非常にちょっとミスマッチもあります。そういう意味で全体的な検証も加えて

いきたいと思いますし、今アンケートもとってますので、議員のご指摘もふまえまして、

さらに精度を高めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） ええと、それに併せてということになろうかと思いますが、今日ちょ

うどあのぅ、えぇ、おおなん、この便りをいただきまして、えぇ、ま、これの３ページに

ですね、実はあのぅ、雨量計の設置箇所と等々についてお尋ねしようかなと思っておりま

したら、ちょうどここに出ておりました。で、まぁ、非常にあのぅ、詳しく出ておりまし

て、ま、それはいいんですが、あぁ、先ほど来、話をしとります、例えば井原川に流れる
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上流、それから濁川に流れる上流には、あのぅ、濁川方面では中野のこれ砂防とかっこ書

いてあるんですがどういったところに設置してあるのかちょっとよく分かりません。ま

ぁ、ここでここには３７２ミリの降水があったというふうになっております。で、まぁ、

言いたいのはですね、今のように皆井田で合流して濁流が下流に流れるというような状況

になりますんで、まぁ、そういったちょっと大きな河川の上流部あるいはまぁ、中間部等

でもいいんですけど、そういった雨量計等々の設置が可能であるのか、まぁ、その前にこ

れはどこが設置しとるのかちょっと私も勉強不足でよく分からないんですが、まぁ、今後

そういったあのぅ、密なこう情報を流すという関係で、そういったものを設置する可能性

があるかどうか、まぁ、そのあたりもし現状で分かれば回答いただきたいと思います。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） えぇ、雨量計のことでございます。雨量計につきましては

邑智病院から出たとこにまぁ、あるようでございますが、あのぅ、いずれにしましてもあ

のぅ、国が設置する場合とですね、県がする場合といろいろございます。で、あのぅ、雨

量につきましては全域での雨量をまぁ、判断していくということで設置されておりますの

で、確かに雨量計はたくさんあることが望ましいと思いますので、これはまぁ、課題とし

て受け止めさしてもらいたいと思います。で、加えてですね、今私が一番気にしているの

はやはりあの濁川の水位の問題です。今、因原川のですね、えぇ、出口に水位計がありま

して、それをもってどれぐらいの水位があるいかという確認をするんですが、それと併せ

て出羽川あたりでですね、えぇ、吉時あたりがまぁ、よくつかる場合があります。で、こ

れについての判断する水位計もございません。で、特に濁川につきましてはあのぅ、今度

町長の方から、県知事の方にも要望をいただいてぜひ水位計を付けていただいてですね、

その早い段階での水位の上昇に基づきましてですね、えぇ、断魚あるいは獺越地域に対し

て、ピンポイントで防災行政無線で情報をお伝えできるような、そういうような工夫を考

えてまいりたいというふうに思います。以上です。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） えぇ、今のまぁ、回答よく理解ができましたが、まぁ、あのぅ、私が

申すまでもなくやはりそういったインフラ面の整備っていうものも非常に大切じゃあな

いかなと思います。そしてまぁ、あのぅ、こういった避難とか、こういった防災、あくま

でもまぁ、自己判断ということがよく言われておりますが、まぁ、自己判断をするにして

もいろんなデータが必要であるということもありますので、可能な限りそういった国な

り、県なりに陳情を進めていただきたいと思っております。ええと次にですね、あのぅ、

まぁ、一般質問するにあたりまして、あのぅ、例規集読んでおりましたら、えぇ、邑南町

災害危険区域に関する条例っていうのが実はありました。でこれはいいものがあるなと思

って中身を見ましたら、建築基準法に基づく、あのぅ、危険区域というだけのもんでござ

いました。で、まぁ、これあのぅ、上田地区が中心で、えぇ、承りますとまぁ、過去も水

害等によくあわれた所であって、そういった所はあのぅ、建築制限を設けますよという条

例でございます。で、えぇ、ま、これももちろん大事な条例ではありますが、ま、今回今

日もいろいろとあのぅ、質問等があっておりましたが、あぁ、避難場所がですね、あぁ、

自体が被災したとか、あるいはまぁ、避難場所が危険地帯にあるだとか、まぁ、いろんな

ところがあろうかと思います。で、今後こういったあのぅ、そういったものをいわゆるハ

ザードマップ等に折り込んで、えぇ、この条例の改正っていうものも検討をする考えがあ

るかどうか、お尋ねします。 
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●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 条例の改正のご質問でございますが、まぁ、その前にです

ね、えぇ、ご指摘のように８６箇所のそのぅ、避難所というのを指定してございますが、

これにつきましては平成２０年度にですね、あのぅ、まぁ、災害想定区域というのを示し

まして、まぁ、ハザードマップって言うんですが、そのハザードマップの中にですね、急

傾斜地でありますとか、土砂災害の地域でございますとかそういうのが相当数あります。

で、従いまして、これからの避難のあり方について、まぁ、あのぅ、地域防災計画にもあ

るんですが、公共施設もあげてあるんですが、あのぅ、民間施設ということもあげてあり

ます。そういう意味で２０６ようむの集落がありますが、皆さんと協議をしたりあるいは

自治会長さんと協議しましてですね、えぇ、その施設が、例えば地震災害では対応できて

も土砂災害では危険だというようなことがありますので、よく吟味して現場も踏査しなが

ら、指定の考え方を整備していくことが大事だろうとういうふうに思います。で、次の段

階で条例をどうするかということについてはもう少し時間をいただいて研究をさしてい

ただきたいと思います。以上でございます。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） まぁ、そのぅ、そういったまぁ、対応の中でまぁ、あのぅ、今回も仮

に孤立したというときですね、まぁ、ほんとにそれが先ほど申しあげたように、まぁ、分

からなかった経緯ですが、あのぅ、国道、危険なところをこう通って、一時避難場所に行

くのがよいのか、あるいは安全が確認できればその地域の中で安全の確保をするのがいい

のか、まぁ、いろいろな選択肢もあろうかと思います。もちろん自己判断と言うことが、

あぁ、その通りだと思いますが、あのぅ、例えばですね、えぇ、そういった時に緊急に避

難がしなくてはならない場所、ま、特にあのぅ、断魚自治会というのはまぁ、どこもそう

かも知れませんが、もう山あいの中で、えぇ、上から崩れるか、流されるか、つかるか、

まぁ、というようなところでございます。ま、その中であのぅ、今回皆さんが避難された

のは、まぁ、１８年災の時も、５８年災の時も水が来なかったよというようなところへで

すね、あのぅ、自主的になん、行かれて難を逃れていただいたと、まぁ、いうようなこと

があります。で、やはりこれもあのぅ、財源等々のこともありますが、そういったこう立

地条件的にどうしても避難が難しいような地域に対しては、まぁ、一時的な緊急避難をで

きるような場所、よくあのぅ、津波が来た時に、あのぅ、二階建てのような建物を、今建

設しとりますが、そういった物の建物等の検討も今後図っていただくようにお願いをした

いと思っております。コメントがあれば頂戴します。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 番外。 

●議長（山中康樹） 細貝危機管理課長。 

●細貝危機管理課長（細貝芳弘） まぁ、災害のケースはいろいろございますので非常にま

ぁ、特にあのぅ、断魚獺越の皆さまにはご心配かけております。まぁ、ご提案のように、

まぁ、施設をつくるという一つの例示をされたわけでございますが、いずれにしましても

２０６の集落の中でですね、実際にあのぅ、避難する場所を特定することを難しいという

か、距離が非常にあるというようなこともあります。えぇ、先ほど言いましたように民間

施設を利用していくというものも一例でございましょうし、またまぁ、アイディアレベル

になって恐縮でございますが、あのぅ、以前ですね、河川災害があるときにバスの中に非

難されるようなケースがありました。あくまでも命をこう、どう言うんですか、守るとい

うレベルで言いますと、えぇ、水が来ないとことでしかも土砂災害が来ないとこで一定の
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規模のバスの中で対応するようなこともあろうというふうに思います。まぁ、いろんな方

法がありますので、あのぅ、いろんな角度から研究してですね、できるだけ意に沿うよう

な態勢を少しずつでも高めていけたらというふうに思います。よろしくお願いします。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） えぇ、まぁ、これあのぅ、提案というか、あのぅ、今回の災害を経験

した、あぁ、感想的なものを若干述べさしていただきたいと思いますが、えぇ、ま、今回

の災害における避難行動、まぁ、私どもの自治会では安否確認もほとんどやりました。ま

ぁ、そういった活動を通じて、えぇ、感じましたことは、まぁ、先ほど来お話が出ており

ますように、まずは自分の身は自分で守らなければいけない、いわゆる自助ですね、そし

て要援護者をさく、あのぅ、サポートしなけりゃいかん共助で、まぁ、今回はたまたまあ

のぅ、家族の方がですね、ほとんど家にいらっしゃったし、若い元気な方もそのぅ、まだ

出勤前でしたので、えぇ、なんとかその対応がとれました。で、えぇ、まぁ、中には避難

をしようといって何回勧めてもどうしてもいやだというようなお方もいらっしゃったの

で、まぁ、万が一のことを考えて、えぇ、待機していてほしいというようなお願いをした

ようなケースもございます。まぁ、やはりそういったことをするためには日頃からのつな

がりですね、ま、これをしっかり深めておかなければいけないということで、えぇ、あぁ、

ことが大事だと思います。そしてあのぅ、避難中もですね、えぇ、皆さん朝食を食べてお

られませんでしたので、まぁ、いち早く炊き出しをしていただきました。あのぅ、おにぎ

りを食べながら、あぁ、無事の確認をしました。で、ええとですね、その中で、まぁ、特

にあのぅ、ご高齢な人ですね、まぁ、その人はやはり、なんかこう食べられると、そいか

らいろいろと皆さんと話をすると非常に安心感を持っておられたと。で、そのあとまたあ

のぅ、保健課の方から保健師さんが健康の診断に来ていただいて、より元気が出たとまぁ、

いうようなことがございました。まぁ、そういったところを含めてそういったあのぅ、公

助的なことを含めて、まぁ、あのぅ、防災意識をもっともっと積極的にですね、全町挙げ

て取り組みをしていただくように、そのリーダーシップをとっていただくということを申

し添えておきたいと思います。えぇ、それから次に移らしていただきますが、えぇ、次に

あのぅ、現時点での被害調査の状況についてでございます。で、えぇ、直近におけるまぁ、

被害のいわゆる確認作業っていうのは、まぁ、農林、土木含めまして、まぁ、おおむねで

結構なんですが、大体どの程度終わっているのかということが、あぁ、回答いただきたい

と思います。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中建設課長補佐。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 被害調査についてのご質問でございます。えぇ、公共土木

施設災害につきましては２４日朝から調査を始めております。農地、農業用施設災害につ

きましては、２５日から調査を始めております。現段階での被害調査の進捗状況でござい

ますが、公共土木施設災害と林道災害の被害調査につきましては既に完了をしておりま

す。で、この調査では、国土交通省の緊急災害対策派遣隊のテックフォース、また、県央

県土整備事務所の職員の皆さんのご協力をいただいております。えぇ、農地災害、農地、

農業用施設災害につきましては、職員による調査と、あのぅ、各地区から取りまとめてい

ただきました被害調査を基に、調査漏れを防ぐために、現在被害箇所に旗を設置している

ところでございます。また、これと併せまして、査定に向けた、詳細の現地踏査も現在並

行して行っておりまして、あのぅ、現在のところ１０月中旬を目途の進めて、あ、１０月

中旬を目標に進めているところでございます。以上です。 
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●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） まぁ、実はあのぅ、私ども井原地区ではあのぅ、今回の災害を受けま

して、被害状況をいち早く取りまとめようということで、まぁ、自治会長さんあたり中心

になられまして、調査票を作りました。で、まぁ、これは非常に良かったんですが、だし、

それを出してしまうともう完了したというふうに、あのぅ、勘違いされる方が多々ありま

して、えぇ、いっそ見にこんとか、どがあなっとるのか分からないとかというような不安

を持っていらっしゃったもので、こういったしつねを、あぁ、質問をさしていただきまし

た。まぁ、先ほどあのぅ、旗を立てていただいとるというようなことで、えぇ、まぁ、皆

さんも安心をされると思います。そしてまたあのぅ、えぇ、まだそういった来てくれない

がということがあれば、まぁ、そういったあのぅ、１０月中旬にはというような説明もま

たしてあげていただきたいと思っております。えぇ、次にあのぅ、ま、これも現時点でい

いんですけど、あのぅ、いわゆる道路関係それから河川、ま、河川はちょっと無理かなあ、

そいから農地、えぇ、林道そういったものの復旧の目途的なものがおおよそまぁ、大きな

工事についてはいつ頃であるだとか、あぁ、例えば農業施設、農業関係については当面来

年の作付けはどうなるのかというようなところが現時点でできれば、あのぅ、回答いただ

きたいと思いますけど。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中建設課長補佐。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 現時点での復旧の見通しについてでございますが、えぇ、

道路、河川災害につきましては公共土木施設災害復旧事業費の国庫負担法、農地、農業用

施設災害と林道災害につきましては、農林水産施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に

関する、まぁ、法律で、いずれも発生年を含めて３年ということに定められております。

あのぅ、現段階では各年度の国の補助金の割り当ても、あのぅ、分からない状態でござい

ます。ですからあのぅ、今年度を含めまして、あのぅ、２７年度までの３年間としか申し

上げられない状態、状況でございますが、えぇ、災害復旧では初年度と次年度に集中して

予算の割り当てが来るようになろうかと思いますんで、今年度からの繰り越し工事を含め

まして、２６年度に集中して工事を進めてるようになろうかと思います。特に農業用施設

で被害にあわれた皆様にはほんとご心配をされていることと思いますが何とぞご理解い

ただきたいと思います。以上でございます。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） まぁ、今の回答の中で、えぇ、まぁ、あのぅ、ま、公共道路等につい

ては今のところはなんとか、えぇ、恐らく生活道路も確保されていると思いますので、え

ぇ、なんとかその生活には当面大きな支障はないんじゃないかなと思いますが、あのぅ、

農地のですね、えぇ、ついては恐らくこれから具体的な質問あるいは問い合わせ、まぁ、

いろいろと願い事とかあろうかと思うんですが、うぅん、まぁ、大規模なあのぅ、崩落し

たところは別といたしまして、えぇ、まぁ、用水路が崩壊しただとか、あるいは土砂が入

ったとか、そういったまぁ、まぁ、中小規模的なもんですね、そういったところは目途的

になんか優先してやるとかいうような、あぁ、計画があるんでしょうか、それともこれも、

予算との関係があるから今一概には言えないというような状況でしょうか。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中建設課長補佐。 

●川中建設課長補佐（川中栄二） えぇ、特にあのぅ、農業用、農地、農業施設災害につきま
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してはあのぅ、先ほど申しあげましたように、確かにあのぅ、受益者の皆さんたいへん心

配されていることと思います。あのぅ、これからあのぅ、査定とかですね、実施設計に向

けていくわけですが、いずれにしましても、今年度予算がつきましても年度末発注が予想

されます。そうしますとどうしてもですね、あのぅ、来年度の作付けができないほ場が非

常にたくさんあるのではないかと思います。で、さきほど、あのぅ、議員おっしゃいまし

たように小規模とかあのぅ、水路の修繕とかですね、これにつきましては、まぁ、小災害

っていうのもあります。これについてもまだ優先順位とか各地区非常にたくさんあろうか

と思いますんで、あのぅ、今げんざん、段階では、あのぅ、ほ場につきましては河川工事

の関連もございますんで、あのぅ、なかなかあのぅ、来年度は作れますというお約束がで

きない状況でございます。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） はい、分かりました。まぁ、またあのぅ、とは言いましてもいろいろ

と不安をお持ちでございますので、個々にお聞きする場合もあろうかと思いますがよろし

くお願いをしたいと思います。えぇ、それからまぁ、次の時点で、えぇ、復旧計画の概要

についてというところは、まぁ、いわゆる現状復旧なのか改良復旧なのかというようなと

ころをお聞きしようかなと思いましたが、えぇ、これまでにずいぶん質問が飛び交ってお

りますので、えぇ、まぁ、あのぅ、私の思い的なことを一つ申しあげたいと思います。あ

のぅ、まぁ、改良復旧ということにつきましても、今ちょうどあのぅ、災害の関係の放送

をしておりますが、その中で竹下先生が、えぇ、お互いに知恵を出し合って頑張ろうじゃ

あないかというのを毎日のように放送しとりますので、まぁ、皆さんもどこかにこう改良

型の復旧という期待感もあるんじゃあないかなと思います。まぁ、しかしながら非常にこ

れも難しい面があろうかと思いますが、ま、いろんなこれから、えぇ、町長さん始め、え

ぇ、知恵を出し合ってお互いにですね、何らかの皆さんの期待の添えるものに持っていけ

たらと思うところございます。えぇ、あとあのぅ、今回あのぅ、いろんな災害の中で、え

ぇ、山間地域はですね、まぁ、これまでいわゆる治山事業、あるいは治水事業が遅れてい

たところも、まぁ、相当あるんじゃあないかなと思います。えぇ、今回も、あのぅ、先ほ

ども日貫でも土石流で配水管が埋まったとかいうような話も出ておりましたが、えぇ、ま

ぁ、私もいろんなとこを歩きましたが、もう、流木がですね、もうこんな流木が普通流れ

ないような水路の中を流れていって、塞いでしまったとか、まぁ、そういったところがた

くさんございました。で、それが通常流れる通路を塞いだがために、あのぅ、たぶん上流

部で、ま、小さな井堰のようなものができたんでしょうねえ。別の、あのぅ、普段水が全

くないところへ、えぇ、相当量の水が流れたというようなケースが出ております。まぁ、

そういったところで、まぁ、井原地区でも大きな田んぼが崩壊したり、したいうことも出

ております。で、まぁ、要は今後ちょうど今、あぁ、台風の時期でございますので、えぇ、

少量の雨でもですね、えぇ、大きな災害につながるということも充分考えられます。で、

まぁ、私はそういったこれから、あのぅ、段階でまぁ、一気にはできないということもよ

く分かりました。そいから恐らく事業の形態も違う農林関係、えぇ、違う事業を導入して

こなくてはいけないと思いますが、まぁ、そういった小さな沢であるだとか、谷川である

とか、まぁ、そういったところもまぁ、砂防ダム的なことを含めて、えぇ、改良的なこと

が、あぁ、に、取り組んでいただきたいなというところでございます。えぇ、それから、

えぇ、いよいよ最後の質問に入らしていただきますが、えぇ、丸６番で、あのぅ、米と農

産品及び観光産業に対する風評被害についてということでございます。まぁ、あのぅ、ご

案内のように今年は非常にあのぅ、夏場に高温が続いて、そしてまたそのあと収穫直前に、
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えぇ、田んぼがああした冠水をしてしまったとか、まぁ、いろいろ悪条件が重なりまして、

えぇ、まぁ、私ども知っとる限りでも、乳白米が非常に多かったとか、収穫できない米が

あったとか、あぁ、いうようなことが多々ございます。えぇ、まぁ、ご案内のように当町

はＡ級グルメの町ということで、えぇ、しっかりとそのＰＲをして町の活性化を図ろうと

しております。で、まぁ、ここで心配するのはそういったものがですね、風評として上が

って、邑南町の米はやれんぞえとかそういったことが少しでも今声が出かかっているの

か、あるいは全くそういったことはないのか、そしてあのぅ、えぇ、観光産業につきまし

てはまぁ、今日のこの広報の表面、一番最初にこりゃああのぅ、断魚渓の崩れたところを

写真に出していただいておりましたが、まぁ、実は今閉鎖しております。で、まぁ、断魚

渓は、いってもまぁ、一過性の観光地でございますが、香木の森公園あるいは霧の湯、い

こいの村、そういったところの入り込み客数等々に変化があるのか、あぁ、そういったと

ころがもし現状をつかんでおられれば説明をしていただきたいと思います。 

●植田農林振興課長（植田弘和） 番外 

●議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

●植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、米等の農産品目に風評被害はないかというご質問で

ございましたけれども、えぇ、平成２５年産米の集荷状況をＪＡ島根おおちから取り寄せ

て検査の状況等を注視しております。９月１２日現在の数値を見ますと、例年に比べて１

等米の比率が大幅に減少しております。えぇ、その原因は、早期に出荷されたものでは乳

白など高温障害によるものが中心でしたけれども、徐々に台風と長雨による刈遅れですと

か、倒伏による発芽米などに原因が移ってきているようでございます。先ほど議員ご指摘

のとおりです。えぇ、ただあのぅ、被害としてその売上げが下がっているというような状

況は現在までのとこでは確認できてはおりませんけども、えぇ、今後はあのぅ、しっかり

とした品質管理を農家の皆さんにお願いをして、品質の良いものは良いように、悪いもの

は悪いなりの責任を持った販売の仕方をするということが良質米産地の評価を守ること

につながるというふうに考えております。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、今回の豪雨災害で被害を受けました町内の主な、まぁ、

観光施設としましては、えぇ、議員がご紹介いただきました、えぇ、まぁ、断魚渓、ある

いは日和の千丈渓などがあげられます。まぁ、内容としましてはえぇ、まぁ、河川の増水

などによって、えぇ、遊歩道が流出してしまったり、あるいは護岸が崩壊してしまったり、

ま、手すり等が流されたりしておるというのは、が、状況でございます。あのぅ、ま、風

評被害という観点で考えますと、えぇ、先ほどご紹介もありました、まぁ、だん、断魚渓

あるいは千丈渓についてはこれはもう遊歩道への立ち入りを禁止していることもありま

して、えぇ、まぁ、観光で訪れる方は当然減少しております。えぇ、またあのぅ、豪雨災

害後ですね、えぇ、町内の一部の宿泊施設ではやはり予約やですね、宿泊の予約とかです

ね、宴会などのキャンセルが発生している状況がございます。えぇ、またまぁ、その他の

主な観光施設の来場者のことでございますが、えぇ、まぁ、ちょうど豪雨災害前後にまぁ、

非常に雨が多かったということもあってですね、例年よりも来客者が減少している施設も

あるというのが現状でございます。 

●宮田議員（宮田博） 議長。 

●議長（山中康樹） 宮田議員。 

●宮田議員（宮田博） まぁ、あのぅ、入り込み客数を増やすとその手段がなにがあるかとい

うことも私もよく分からないんですが、まぁ、少しでもですね、あのぅ、そういった懸念
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があるようなこと、特には最近はいろんなあのぅ、えぇ、インターネット等々で私らも知

らんうちに景勝地の変なところを映して流されたりというようなことがありますので、や

はりそういったものを、に注力をしていただいて、まぁ、あのぅ、特にＡ級グルメやるん

なら、当然にＡ級の良質の食材が生産されなくてはいけないということがありますので、

まぁ、そのへん、えぇ、少しでもへんな風評があるようでしたら、何らかの手段で早い内

に芽を摘みとっていただきたいと思います。えぇ、まぁ、時間がちょっと早すぎますがあ

のぅ、えぇ、省略部分がかなり出ましたもんで、あのぅ、時間になってしましましたが、

あのぅ、終わりにあたりましてですね、まぁ、今日も町長も若干コメントされておられま

したが、かってはコンクリートから人へというような、えぇ、言われた政権もございまし

た。しかし私はあのぅ、今回の災害でまぁ、たいへんな激甚を、の被害を受けられたとこ

ろもございますが、あのぅ、やはりしっかりとした河川にしても道路にしても、そして、

あのぅ、砂防ダムにしてもコンクリートの威力っていうのは非常に強くて私どもの生命を

守ってくれたと思っております。で、これからのいわゆる防災あるいは地域振興、開発、

復旧にまぁ、コンクリートの有効な活用をどんどんしていただいて、えぇ、町の再建に早

くつながるようにしていただきたいということを願って質問を終わらせていただきます。 

●議長（山中康樹） 以上で宮田議員の一般質問は終了いたしました。本日はこれにて散会と

いたします。ご苦労様でございました。 

 ―― 午後 ４時 ３分 散会 ―― 

 


